
第 6 回 ｢ 産科医療補償制度運営委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 2 年 6 月 2 日 (水) 午後 1 6 時 3 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

財団法人 日 本医療機能評価機構

- 1-



○山 田部長

それでは、 お く れて出席 される委員の方もい ら っ しゃいますが 、 定刻にな り ま したので、

ただいまか ら第 6 回産科医療補償制度運営委員会を開催いた します。 本 日 の委員の ご出席

状況につき ま しては、 お手元の出欠一覧の と お り でございます。

審議に先立ちま して 、 新 し く ご就任いただき ま した委員を ご紹介申 し上げます。 今村定

臣委員でい ら っ しゃいます。

○今村委員

日 本医師会の今村でございます。 よ ろ し く お願いいた します。

○ 山 田部長

ど う ぞよ ろ し く お願いいた します。 なお、 委員の皆様の机の上にマイ ク を設置いた して

お り ますが 、 ご発言の際は、 ま こ と にお手数でございますけれ ど も 、 青いボタ ンを押 して

いただき ます と 、 赤い表示灯が点灯いた しますので 、 マイ ク の先を ご 自 分のほ う に向けて

ご発言いただき ますよ う お願いいた します。 ご発言が終わ り ま した ら 、 も う 一度青いボタ

ンを押 していただ く よ う お願いいた します。

それでは、 議事進行を これよ り 上田委員長にお願い申 し上げます。

○上田委員長

本 日 は大変お忙 しい中 、 ご出席いただき ま して 、 ま こ と にあ り が と う ご ざいます。 ど う

かよ ろ し く お願い します。

まず初めに 、 運営組織である 日 本医療機能評価機構の河北専務理事よ り ごあい さ つが ご

ざいます。 よ ろ し く お願い します。

○河北理事長

座っ たま ま で失礼 させていただき ます。 お忙 しい中 、 お集ま り いただき ま して 、 ま こ と

にあ り が と う ございます。 こ の産科医療補償制度に直接かかわ り のない こ と でご ざいます

けれども 、 組織全体の こ と を少 しお話 し させていただき たい と思います。

こ の産科医療補償制度の運営委員会 と い う のは、 おおむね年間に 2 回程度 と い う こ と で

ございますので 、 その間に糸縣戟 と して もいろいろな進行があ る と い う こ と でございますの

で、 ち ょ っ と 触れさせていただき たいんですけれど も 、 こ の評価機構が主に行っ てお り ま

す事業は病院の評価事業 と い う も のでございますけれど も 、 そ ち ら のほ う は毎年おおむね



約 5 0 0 病院の審査、 評価、 認定を行っ ている と い う こ と でございますけれども 、 ど う も

最近は更新受審を辞退する病院の数が非常に増えてき た と い う こ と で、 こ の評価事業その

も のの大き な見直 しが今必要になっ て き てお り ます。 その中で、 評価方法の見直 しを行 う

と い う こ と が 1 つございます し 、 それか ら 、 今まで私 ど もが行っ てき た評価その も のが ど

の よ う に社会的な影響を持っている か と い う 調査を しなが ら 、 こ の部分を病院の評価と 、

それか ら診療その も のの質の評価を今後結びつけていかなければいけないのではないか と

い う こ と も 、 今 、 考えてお り ます。 それから 、 その中で、 我々 が避けて通っ てき た部分で

あ り ますけれども 、 病院の経営状況、 財務状態を これか ら審査する と い う こ と も今課題 と

して挙げて、 こ と しか ら取 り かかろ う と い う こ と を考えてお り ます。

それから も う -つ、 今 申 し上げた診療その も のの評価 と い う こ と で、 次の事業であ り ま

すけれ ど も 、 いわゆ る E BM、 エ ビデンス ･ ベース ド ･ メ ディ ス ン と 言われている よ う な 、

今までク リ ニカルガイ ドラ イ ンを ク リ ア リ ングハ ウス と していろいろなガイ ドラ イ ンがあ

り ますので、 それを検証する と い う 事業があ り ま したけれ ども 、 その事業 と 一緒に、 診療

の 、 最終的にはイ ンディ ケーターを どの よ う に評価を してい く か と い う こ と を評価事業の

中でも組み込んでいき たい と 今考えてお り ます。

そ して 、 も う 一つの事業で、 これは実は産科医療補償制度に もつなが るんですけれど も 、

全国か ら 医療事故の情報を収集 して 、 分析を し、 再発防止を含めて 、 医療機関を 中心に情

報提供している と い う 事業が ございます。 ですか ら 、 こ の中で、 い ろいろな分析を してい

る と い う こ と が評価機構と しての非常に大切な機能である と い う こ と を考えてお り ます。

そ して 、 こ の産科医療補償制度、 後ほ どご説明があ り ますけれど も 、 先 日 読売新聞に も大

き く 取 り 上げていただいて 、 審査の対象にな る子供たちが出て こ ない と い う こ と で、 も う

一度こ の仕組み全体を見直 しては ど う か と い う こ と が言われてお り ますけれども 、 それは

ま だス ター ト して間 も ない と い う こ と で、 これか ら ま た ご審議をいただ く こ と にな る んだ

ろ う と思いますけれども 、 その中で、 私が見てお り ま して も 、 原因分析、 再発防止、 非常

に力を入れていただいて 、 大変な労力をかけて 、 その部分を我々 が担当 している と い う こ

と であ り ます。

そ こで、 私 自 身 も多少関係 している んですけれど も 、 今、 新 しい政権にな り ま して 、 い

ろいろな意味での事業仕分け と い う も のが行われてき て 、 その中で、 国 と の関係を ど う し

てい く か と い う こ と で、 いわゆ る補助金の事業を これか ら我々 と して も見直す必要がある

のではないか と い う こ と で、 評価事業その も のに も多少の補助金の関係が ございます し、
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それか ら E B Mの事業、 そ して医療事故の情報分析、 それか ら産科医療補償制度の原因分

析 と再発防止 と いっ た と こ ろに も 国 と の関係が ございますので 、 そ う い う も の も今後は必

要があれば見直 してい く 必要がある と い う こ と を考えなが ら 、 運営委員会の皆様方に も 、

そ う い う こ と を将来お願いする こ と も あ り 得るかな と い う こ と で、 き ょ う 、 簡単に評価機

構の事業全体の こ と を今お話を させていただき ま した。

○上田委員長

あ り が と う ご ざいま した。 それでは、 本 日 の議事は、 次第に ございますよ う に 、 ｢第 5 回

運営委員会の主な意見について｣ か ら 、 7 番 目 の ｢その他｣ 、 こ の よ う な議事を予定 してお

り ます。

それでは、 早速議事に入 らせていただき ます。 まず初めに 、 議事の 1 番 目 の第 5 回運営

委員会の主な意見について 、 事務局よ り 説明 をお願い します。

○後技監

それでは、 資料番号を付 してお り ません、 本 日 の資料の本体にな り ますが 、 それの 1 ペ

ージを ご ら んいただき ますよ う にお願いいた します。 1 ページでございます。 タ イ トルは

1 ) の ｢第 5 回運営委員会の主な意見について｣ と い う も のでございます。 よ ろ しいで し

ょ う か。

それでは、 その内容を ご紹介させていただき ます。 まず ( 1 ) で 、 前回の運営委員会で

補償審査の実施状況等について ご議論が ございま した。 そ の と き に出たご意見でございま

す。 丸の 1 つ 目 ですけれ ど も 、 児の生活場所を知 る こ と は非常に重要である ので、 専用診

断書、 これは初回につ く っていただ く 診断書ではな く て 、 補償分割金の請求用に毎年つ く

っ ていただ く 診断書です。 こ の専用診断書 (補償分割金請求用) に具体的な入所施設名 を

記入でき る よ う に してほ しい と い う ご要望が ございま して 、 これは検討させていただき ま

す。

それか ら 、 ( 2 ) の ｢原因分析の実施状況等について｣ と い う こ と で、 1 つ 目 の丸ですけ

れども 、 回避可能性の報告書記載に係る議論の経過がわかる よ う に してほ しい。 また 、 回

避可能性と い う 用語には予防可能性 と い う 注釈をつけてほ しい と い う ご意見。

2 つ 目 の丸が 、 6 部会があっ て も 、 年間 6 0 0 か ら 7 0 0 件 も作成する こ と ができ るか

疑問だ と い う こ と で、 効率化を図るべき ではないか と い う ご意見。

それか ら 、 丸の 3 番 目 と 4 番 目 は 、 や り と り になってお り ま して 、 まず丸の 3 ですけれ

ど も 、 原因分析は責任追及を 目 的 と する のではな く て 、 再発防止につなげる ための提言を
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行 う こ と が 、 分娩機関だけでな く 家族のニーズに も合致する と い う ご意見があっ た こ と に

対 して 、 4 番 目 の丸で、 原因分析委員会では 、 責任追及に結びつ く 可能性があ る か ら と い

っ て 、 表現を緩める こ と な く 、 書 く べき こ と はき ちん と 書 く こ と が全員一致の結論 と なっ

ている と い う ご意見があ り ま した。

そ して最後の丸ですが 、 運営委員も原因分析委員会の議論を十分に理解する必要があ り 、

原因分析委員会が非公開で行われている と い う こ と も踏ま えて 、 当初は運営委員が部会を

傍聴でき る仕組み と してほ しい と い う ご意見が ございま した。

最後の ご要望につき ま しては 、 その後 、 会議のたびに ご案内を して 、 傍聴でき る と い う

や り 方で こ の半年間行ってま い り ま して 、 こ こ で若干補足でございますが 、 その間に こ の

運営委員会 と原因分析委員会を兼ねてお られる委員はご出席はも ち ろんの こ と と して 、 そ

れ以外の委員の方で原因分析委員会に出 られた委員の実績は 2 名 と い う 状況でご ざいます。

半年たちま したが 、 今後 も傍聴でき る仕組みはご用意させていただき たい と思います。 同

時に 、 毎回の ご案内は 、 部会の回数が大分増えてき ま したので、 あま り に頻繁な ご案内に

なっ て しま っ てお り ますので、 ご案内につき ま しては、 こ のあた り で終了 と させていただ

ければ と ,思いますが 、 いつでもお問い合わせいただいて結構でございます し 、 傍聴の段取

り も したい と 思っ てお り ます。

以上です。

○上田委員長

ただいま の説明につき ま して 、 いかがで し ょ う か。 何かご質問等ございますで し ょ う か。

よ ろ しいで し ょ う か。

そ う しま した ら 、 次の議題、 2 番 目 の ｢産科医療補償制度の動向について｣ 、 まず事務局

よ り 説明 をお願い します。

○後技監

それでは、 同 じ資料の 2 ページか ら 3 ページまでを ご説明 させていただき ます。 2 ペー

ジの 2 ) ｢産科医療補償制度の動向について｣ です。

( 1 ) が制度加入状況でございます。 これまで何度かご紹介 した加入状況でございます。

丸の 1 つ 目 にあ り ますよ う に 、 全国の加入状況は表 1 の と お り と い う こ と で、 その下に比

較表を掲載 してお り ます。 これを見ていただければ、 病院につき ま しては 、 加入率は引 き

続き 1 0 0 % と な っ てお り ます。 診療所が 9 9 %で、 あ と 1 2 足 り ない と い う 状況です。

助産所が 9 8 . 4 %で、 あ と 7 つ と い う こ と で、 ト ー タルでは 9 9 . 4 % 、 あ と 1 9 分娩機
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関だ と い う こ と でございます。

上の丸の 2 つ 団こあ り ますよ う る こ 、 未加入の分娩機関に対 しては 、 これまでも個別に加

入の意思確認を実施 してお り ますけれども 、 引 き続き 、 今 、 関係団体に も ご協力 をお願い

いた しま して 、 加入に向けて働きかけを行っ ていき たい と思っ てお り ます。

続き ま して 、 ( 2 ) にまい り ます。 妊産婦情報の登録の状況でございます。 その下の丸の

1 つ 目 ですが 、 本制度は加入分娩機関において妊産婦の情報をあ ら か じめ本制度専用 ウ ェ

ブシステムに登録し、 妊産婦の分娩 ･ 転院等が行われた後で情報更新を行 う 仕組み と なっ

てお り ます。 あ ら か じめ と 申 しま したのは、 大体妊娠 5 カ月 ごろに一度登録していただき

ます。 そ して 、 登録した と き は当然分娩は終わっ てお り ませんので、 画面の表示は分娩前

と い う 言葉が表示 されています。 今 申 しま した ｢情報更新を行 う ｣ と 申 しますのは、 分娩

前 と なっ ていた も のを分娩が終わっ た ら ｢分娩済｣ に更新 していただ く 。 これが多 く のパ

タ ーンです。 しか し 、 途中で胎児死亡 と い う 結果になる こ と も あ り ますので、 その と き は、

分娩済ではな く て 、 胎児死亡を選ぶこ と ができ ます。 それか ら 、 里帰 り 分娩な どで転院さ

れた場合は、 転院 と い う 選択肢も あ り ます。 それから 、 よ く わか ら ないけれ ど も 、 来 られ

な く な り ま した と い う こ と です と 、 不明 を選ぶよ う しこ も なっ てお り ます。 こ の よ う な更新

を行っ ていただ く 仕組みになってお り ます。

次に丸の 2 つ 目 ですが 、 加入分娩機関において、 その よ う な登録、 妊産婦情報の登録が

遺漏な く 行われる と い う こ と のために 、 分娩機関には連絡や指導を継続的に実施 している

と こ ろでございます。

そ して 、 丸の 3 つ 目 ですけれど も 、 平成 2 1 年の 1 月 か ら 1 2 月 の登録及び分娩済等に

情報更新された分娩件数を下の表に書いてお り ます。 なお、 人 口動態統計等に よ る平成 2

1 年の年間出生数が確定 した段階で、 おそ ら く 9 月 ごろだと思いますが、 登録の漏れがな

いかを確認 ･ 検証する こ と と してお り ます。

そ して 、 表の 2 ですけれども 、 まず妊産婦情報の登録の件数です。 全体の件数が 1 0 8

万 7 , 5 2 0 人。 こ の ｢人｣ と い う のは分娩胎児数ベース の数字でございます。

その内訳 と して 、 ① と② と ③が ございます。 ①は 、 先ほ ど 申 しま した一番多 く のパター

ンで、 分娩済、 あ るいは分娩済等に更新された も のです。 これが 1 0 5 万七千幾 ら と い う

こ と になっ てお り ます。

それか ら 、 更新未済件数、 ②、 これが 6 8 4 件ございます。 昨年の 1 2 月 に妊娠 5 カ月

ごろだ と して も 、 そ ろそ ろ生まれていて もおか し く はない と い う こ ろにはなる わけです。



それでも更新が されていない と い う こ と は、 これは更新を忘れて しま っ ている可能性も あ

る わけです。 それ ら が 6 8 4 あ り ます。

そ して③が補償開始前分娩、 胎児死亡等 (掛金対象外) の件数でございま して 、 2 万 9 ,

5 4 4件あ り ます。 これはち ょ う ど昨年の 1 月 が制度のス ター ト の時点だっ た も のですか

ら 、 1 月 1 日 以降に分娩にな る かど う かわか ら ないぎ り ぎ り の方 も 、 と り あえず登録を し

ていただいてお り ま したので、 結局は 1 2 月 末に生まれた と い う 場合は、 補償開始前の分

娩であっ た と い う こ と で、 掛金対象にはな り ません。 その よ う な事例を含めて 2 万 9 , 5 4

4 件あ り ます。

それか ら 、 参考ま でに 、 平成 2 1 年の人 口動態統計の年間推計における 出生数は 1 0 6

万 9 , 0 0 0 件 と なっ てお り ます。

そ して 、 確定をする時期はまだ先にな り ますけれ ど も 、 本 日 人 ロ動態統計の概数は出ま

して 、 一番新 しい数字で 1 0 7 万 と 2 5 人 と い う こ と だそ う ですが 、 まだ概数でございま

す。 1 0 7 万 と 2 5 人です。 これにつき ま しては、 確定数が出るおそ ら く 9 月 ごろ 、 全体

の数字を突合 して確認 ･ 検証する こ と と してお り ます。

それか ら 、 次の 3 ページにまい り ます。 これはまた別の話題 と い う こ と &こな り ます。 ( 3 )

ですけれ ど も 、 ｢制度脱退措置の適用 ｣ と い う タ イ トルになっ てお り ます。 これは 、 強制脱

退を適用せざる を得ない分娩機関が出てき た と い う 内容でございます。

丸の 1 つ 目 にあ り ますが 、 制度の加入規約におき ま して 、 本制度の運営を著 し く 阻害す

る場合は脱退と い う こ と で、 第 5 条ですね。 それか ら 、 ま たは未納掛金を支払期限までに

支払わない場合、 第 9 条ですが、 これも脱退 と い う 取 り 扱いを規定 してお り ます。

そ して②ですけれども 、 今般、 経営主体を同 じ く する分娩機関のA と B があ り ま して 、

運営組織ですか ら 、 私 ど も評価機構か らの再三の求めに も応 じず、 長期にわたる掛金の未

納があ り 、 さ ら には分娩機関みずか ら が策定 した支払計画を反故にする等の不誠実な対応

が継続された と い う 事案が ございま した。 これに対 し運営組織 と しては、 公的な性格を有

する本制度の健全 ･ 安定的な運営を著 し く 阻害する も の と 判断 しま して 、 4 月 3 0 日 付で

当該 2 分娩機関、 これがA と B ですが、 これに対 して加入規約にのっ と り 制度脱退措置を

適用いた しま した。

なお 、 脱退 日 が 4 月 3 0 日 と い う こ と にな り ますが 、 3 0 日 ま でに当該分娩機関の管理

下で出生 した児については、 不利益が生 じる こ と のないよ う に制度対象 と してお り ます。

3 つ 目 の丸ですが 、 一方脱退 日 の翌 日 以降の分娩は制度対象 と な り ません。 そ こ で、 加
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入規約の中では、 脱退する分娩機関は 自 院の妊産婦に対して脱退の通知等を遺漏な く 行 う

義務を課 してお り ます。 これは加入規約の第 2 0 条にな り ます。 しか し 、 そ う い う こ と で

お任せ してお く ばか り ではいけませんので、 運営系縣載 と しては、 本規定が確実に履行され

る と い う こ と のために 、 当該分娩機関に直接訪問いた しま した。 そ して 、 指導 させていた

だき ま して 、 該当する妊産婦に誤解や混乱を与えないよ 効こ、 コ ールセ ンターな どにおい

て も 、 ご本人やご家族か ら の照会の対応等を実施 してお り ます。

そ して 、 最後の丸ですが 、 なお 、 当該分娩機関の未納掛金ですけれど も 、 これは弁護士

に依頼 して回収を図 る と い う こ と 々こ してお り ます。

そ して 、 ( 4 ) は 、 これもま た別の話題でご ざいますが 、 今申 しま した回収に少 し関係 し

ます。 ｢廃止時等預 り 金の取扱い｣ でございます。 その下の 1 つ 目 の丸ですが 、 本制度は加

入分娩機関か ら廃止時等預 り 金 と して 1 分娩当た り 1 0 0 円 を徴収 してお り ます。 徴収 し

てお り ますが 、 これは預かっ ている と い う 位置づけでございます。 1 分娩当 た り 1 0 0 円

です。

2 つ 目 の丸ですが 、 本預 り 金は、 分娩機関の廃止や開設者の死亡、 ま た分娩機関が破産

した場合等において 、 運営終縣繊 と して未収掛金の回収に努めたに も かかわ らず、 回収が困

難である と 合理的に判断された場合に限 り 、 未回収金に充当でき る こ と と してお り ます。

③ですが 、 なお 、 本預 り 金は、 運営組織において厳正な区分管理、 ですか ら 、 預 り 金 と

して管理 してお り ます。 今後の執行状況につき ま しては、 運営委員会にご報告を したい と

考えてお り ます。 ま た 、 執行状況を踏ま えて 、 今後の制度見直し等 と あわせて 、 現実的な

徴収額です と か、 そ う い う 見直 しを検討する こ と と してお り ます。

以上でございます。

○上田委員長

ただいま の説明につき ま して 、 ご質問等ございま した ら よ ろ し く お願い します。 いかが

で し ょ う か。

○鈴木委員

制度を脱退する ま でに分娩済みの児に関 しては補償対象にな る と い う こ と がわかっ たん

ですけれども 、 これは、 法的根拠は、 補償約款契約 と い う こ と にな り ますよね。

○ 山 田部長

そ う です。

○鈴木委員



そ う する と 、 補償約款を、 つま り 分娩機関 と 児の関係なんですけれ ど も 、 脱退になっ た

か ら と いっ て補償約款が無効にな る わけでは多分ないのではないかと思 う んですね。 その

辺は ど う い う 扱いにな り ますか。 つま り 、 児は分娩機関に対して無過失補償契約を してい

る ので、 無過失補償契約に基づいて補償責任ができ る わけですね。 しか し 、 その補償契約

に基づ く 補償金の支払いは、 制度は担保 しない と な り ますけれ ど も 、 約款上は、 契約です

から 、 契約が解消 されない限 り は、 脱退後に生まれた児に対 して も 、 分娩機関に対 しては

無過失補償の 3 , 0 0 0 万の請求権があ る と い う こ と にな り 得る と思 う ので、 そ こ の整理を 、

ち ょ っ と思いつき なんですけれども 、 そ こ の整理を しておいていただいて 、 脱退 して制度

の対象にはな ら ないけ ど 、 つま り 、 妊産婦 と の間で合意解除と して補償契約が解除 しない

限 り は補償しなければいけない法律上の義務がある こ と にな り ますよ と 。 これは分娩機関

に と っ てはも のすご く リ ス キ-ですよれ

○山 田部長

そ う ですね。

○鈴木委員

だか ら 、 そ こ の と こ ろの整理を しておいていただいた らいいかな と 。 僕も約款をち ょ っ

と 覚えてないので、 あれなんですが。

○上田委員長

そ う しま した ら 、 先生、 今の ご指摘を整理する と い う こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

○鈴木委員

結構です。

○上田委員長

それでは 、 整理 させていただき ます。 あ り が と う ございます。 そのほかございますで し

ょ う か。

○勝木場"員

脱退 している 医療機関の こ と がホームページ上で ど う い う ふ う に記載されている のか と う

こ と が 、 その と き にその医療機関にかかっ ている患者 と か、 それ以降にかかる患者 と か、

い ろいろなケースがあ る と思 う んですけれど も 、 患者に対 して ど う い う ふ う に周知 される

形なのか教えて く だ さ い。

○上田委員長

ただいま の質問に対 しま して。



○山 田部長

ホームページでございますけれ ど も 、 ホームページに加入分娩機関一覧 と い う のが ござ

います。加入分娩一覧表の備考欄の と こ ろに 、 脱退 した と い う 旨の表示を行っ てお り ます。

ただ、 なぜ脱退 したか と い う 理由 は表示 してお り ませんが 、 脱退した 旨の表示は行っ てい

る と い う こ と でございます。

それから 、 妊産婦さ んに どの よ う な措置を と っ たか と い う こ と でございますが 、 分娩機

関を直接訪問いた しま して 、 院長 と 会い 、 き ち っ と した形で、 すべての妊産婦さ んには周

知 して く だ さ い よ と い う こ と でお願いいた しま した。 それか ら 、 万が一分娩機関が周知 し

なかった場合を想定いた しま して 、 加入規約にはございませんが、 分娩機関か ら妊産婦さ

んの名簿を も らいま して 、 運営組織か ら も全妊産婦さ んに周知 した と い う こ と でございま

す。 そ う い う こ と で、 現在の と こ ろ 、 コールセンターには 2 件か 3 件ほ ど問い合わせがあ

り ま したけれ ど も 、 それ以外はほ と ん ど問い合わせは来てない と い う 状況でございます。

○上 田委員長

勝村委員、 よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員

一度加入分娩機関 と してホームページに掲載された も のは、 脱退 した場合でも 、 その 日

付を 、 何年何月 の 日 付で脱退 した と い う こ と が 、 それ以降ずっ と残る形にする 、 やは り ど

のタ イ ミ ングでだれが何を見ているかわか ら ないので 、 残 してお く べき だと思います。

○上田委員長

そ う ですね。

○山 田部長

日 付はき ちっ と記載 してお り ます。

○上田委員長

よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員

はい。

○鈴木委員

脱退団こ生まれた子は ど う な る のか と い う こ と も あ る ので、 つま り 、 補償の対象にな ら

ないのは 、 例 えば 3 0 日 付を持って脱退の場合に、 3 0 日 の午前 0 時なのか、 午後 1 2 時

なのか、 その 副こ生まれた子の扱いが ど う い う ふ う にな る のか と い う の も定めておいたほ
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う がいいか と 思いますけれど も 。

○上田委員長

それでは、 整理いた します。 そのほかよ ろ しいで し ょ う か。

0五阿弥委員

基本的な こ と で恐縮ですけれ ども 、 大体病院は 1 0 0 %入っ ていますよ ね。 例えばこれ

から子供を産みたい と い う 人が 、 間違っ て こ こ に入っ て く る と い う こ と も あ る と思 う んで

すが、 例えば こ こ は も う 脱退 している んだ と い う こ と と い う のは、 さ っ き ホームページ と

おっ しゃ っ たけ ど、 すべてがホームページを見て来る わけではないので、 入っ て く る人に

と っ ては、 ど う い う 形でわかる んで し ょ う かね。

○ 山 田部長

まず今の制度ですと 、 登録していただ く と い う 制度が ご ざいますが 、 その登録も ござい

ません し 、 そ して加入分娩機関であ る こ と の証であ る加入プレー ト な ど もすべて回収いた

しま した。 それか ら 、 こ の制度に入っ てお り ます と 、 出産一日寺金で 3 万円上乗せされます

が、 そのためのス タ ンプがあ る のですが 、 それ も 回収いた しま した。 そのス タ ンプの押印

がない と 3 万円 も ら えない と い う こ と 々 こ な り ますので、 い ろんな方法でわかる ん じゃ ない

か と 考えてお り ます。

それか ら 、 こ の制度に加入しま した ら 、 妊産婦へ登録証も交付する と い う こ と になっ て

お り ます。 当然その登録証の交付も ない と い う こ と にな り ますので、 そ こ ら辺はわかる ん

じゃないか と 考えてお り ます。

0五阿弥委員

ほん と う は、 新 し く した と き に 、 う ち は入っていません と い う こ と を言って も ら わない

と 、 わかる人もいる かも しれないけれど も 、 わか ら ない人もいますよれ

○山 田部長

あ る分娩機関に直接、 私、 訪問いた しま して 、 院長 と もお会い しま して 、 そ こ の総務部

長 と も 1 時間 ぐ らい話 して 、 徹底的に周知 して く だ さ い よ と い う こ と でお願いを してまい

り ま したので、 周知 されているん じゃ ないかと思っ てお り ます。

○上田委員長

いずれに しま して も 、 ただいま の五阿弥委員の ご指摘、 大変大事ですので、 こ の点につ

いて、 事務局のほ う で しっ か り 取 り 組んでいただ く と い う こ と 、 ま たフオ ロ ー してい く と

い う こ と で よ ろ しいで し ょ う か。 勝村委員。
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○勝村委員

脱退の 日 付を書 く 際には、 鹿院 と い う 理由 も あ り 得ますよね。

○上田委員長

はい。

○勝村委員

廃院なのか、 まだ出産の取 り 扱いを続けている けれ ど も 、 制度を脱退 したのか と い う 違

い も表示でき ないですか。

○山 田部長

加入規約上、 脱退聖理由 を公表する と い う 規約になっ てお り ません。 そ う い う 関係で、 私

ど も と して も 、 脱退理由 じゃな く て 、 何月 何 日 で脱退した と い う こ と しか載せていない と

い う こ と でございます。 先ほ ど申 しま した と お り 、 加入規約に規定がないこ と と 、 営業妨

害 と い う こ と にな った ら 、 い ろんな問題も生 じ る かな と 。 そ して 、 現在も ま だ分娩を取 り

扱っ てい ら っ しゃ る も のですか ら 、 そ う い う こ と も含めて 、 脱退艷理由その他を記載 してお

り ません。

○勝村委員

理由 を詳細に書 く のではな く て 、 廃院に よ る脱退か、 それではない脱退か と い う こ と だ

けでも書 く こ と ができ ないか。 ぜひ検討を していただけた ら と思 う んですけれど も 。

○ 山 田部長

検討させていただき ます。

○上田委員長

そのほかございますで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

そ う しま した ら 、 ただいま の件は検討する と い う こ と で、 事務局のほ う でお願い します。

それでは次に 、 議事の 3 つ 目 ですか、 ｢審査および補償の実施状況等について｣ 、 事務局

よ り 説明をお願い します。

○後技監

それでは 、 資料の 4 ページをお開 き いただき ますよ う にお願い します。 資料 4 ページで

すが 、 ｢審査お よび補償の実施状況等について｣ でございます。 片仮名 のアですが 、 審査委

員会の開催状況でございま して 、 下の表にま と めてお り ます。 実際に審査が行われま した

のが、 第 2 回か ら第 8 回までの審査委員会 と い う こ と にな り ますので、 それ ら をすべて表

に掲載 してお り ます。
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それから 、 ご ら んいただき ます と わか り ますよ う る こ 、 各回 ご と る こ大体 3 件か ら 7 件ぐ ら

いの審査が行われている と い う こ と がわか り ます。

表の 中の細かい字で補償約款別表第一の第 1 号 と か第 2 号 と 書いてあ り ます。 これは注

を付 してお り ますが 、 第 1 号 と い う のが体重 2 , 0 0 0 グ ラ ム以上、 かつ在胎週数 3 3 週以

上 と い う 基準でございま して 、 これがほ と ん どの審査にな り ますが 、 第 2 号と い う のが※

の 2 つ 目 で、 個別審査にな り ま して 、 週数 2 8 週以上、 かつ所定の要件に該当する状態で

出生 している こ と と い う こ と で、 要件はまた別に定めてお り ます。 そ う い う 個別審査にな

り ます。

そ して 、 一番下の合計の と こ ろを ご ら んいただき ます と 、 第 1 号の基準で審査いた しま

したのが これま で 3 3 件です。 その う ち 1 件は、 第 8 回の会議の と き に 、 追加資料が要る

と い う こ と で 、 継続審議になっ てお り ます。 それか ら 、 第 2 号は今まで 2 件審査 しま した。

そ して 、 3 3 件 と 2 件の う ち 、 補償対象にな り ま した も のが 、 まず第 1 号の基準ですと 、

1 件は継続審議であ り ま して 、 残 り 3 2 件はすべて補償対象になっ てお り ます。 そ して個

別審査の 2 件はそれも補償対象になってお り ます。 と い う こ と で、 補償対象外は今ま でゼ

ロ だ と い う こ と になっ てお り ます。

続き ま して 、 5 ページにまい り ます。 今、 ト ータルで 3 4 件が審査で補償対象になった

と い う こ と を 申 し上げたわけですが 、 不確定要素もいま だ多い中ですけれど も 、 今後 3 4

件が ど う い う 推移をた どる かな と い う こ と を考えてみた部分でございます。 5 ページ 目 の

一番上の黒の太い括弧の ｢補償申請数および補償対象者数｣ の と こ ろでございます。

1 つ 目 の丸ですが 、 補償申請期間は原則 と して満 1 歳の誕生 日 か ら 5 歳の誕生 日 と して

お り ます。 極めて重症で診断が可能な場合に限 り 、 生後 6 カ月 以降 と してお り ます。

そ して次の行ですが、 補償対象者数を予測する には時期尚早であ り ますけれ ど も 、 現在

の と こ ろ 、 私 ど も は制度設計時の推計値の範囲内で推移を している と 考えてお り ます。

2 つ 目 の丸ですけれ ど も 、 補償申請期間は原則 と して 1 歳以降であ り 、 将来の実用歩行

の可能性の診断をする ため 、 脳↑望麻痺の型や程度に よ っ ては早期の診断が困難な場合が多

い と い う こ と も 聞いてお り ますので、 生後 3 歳 と な る前後に診断が可能 と な る児もいるだ

ろ う と い う こ と も考慮 しま して 、 そ う な り ます と 、 今後 も補償申請は増加 してい く も の と

見込まれてお り ます。 そ こ で引 き続き補償申請数の増加に備えた審査の体制整備や関係者

への周知に努めてまい り ます。

そ こ で、 推計値の範囲内で推移 している だろ う と 考えま した理由 を図に してお り ま して 、
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それが資料 1 でございます。 資料 1 はA 3 の大き な紙で、 ブロ ッ ク を並べた よ う な図がつ

いてお り ます。 よ ろ しいで し ょ う か。 A 3 の大き な紙の ご説明を させていただき ますが、

ブ ロ ッ ク だ ら けの よ う な図を最初に見る と わか ら な く な り ますので、 その う ち代表的な と

こ ろを一番上に四角で囲んで取 り 上げてみま した。 それは 、 制度発足時の平成 2 1 年 1 月

にお生まれになっ た赤ちゃんのその後の 申請の推移と い う こ と にな り ます。 これを代表例

と して取 り 上げま した。 そ こ で、 平成 2 1 年の 1 月 の と こ ろには ｢出生｣ と 書いてあ り ま

す。 その後 6 カ月 ま では 申請でき ませんので、 ｢待機期間 ( 6 カ 月 未満) J と 書いてお り ま

す。 白 い と こ ろです。

続き ま して 、 7 月 以降、 極めて重症である と い う こ と であれば、 そ う い う 方は一部です

けれども 、 申請可能 と な り ます。 ただ し 、 ブルーの と こ ろの診断期間 、 こ こ を 2 カ 月 と っ

てお り ますけれど も 、 こ の く ら いの準備期間は必要なのが現実でございます。 こ のブルー

の 2 カ 月 間でやってお られますこ と は、 例えば十数ページにわた り ます診断書を作成 して

いただ く 。 これは医師に作成 していただ く こ と にな り ますが 、 そ う い う 準備です と か、 い

ろんな母子手帳だ と か、 登録証だ と か、 写 し を用意 した り と い う こ と を親御 さ ん &沈準備を

してお られます。 分娩機関に も準備が要 り ま して 、 カルテや助産録の写 しをつ く った り 、

それ以外に、 診療体制に関する !情報です と か、 いろんな書類を準備 してお られます。 実際

に実例を見ま した と こ ろ 、 ブルーの 2 カ 月 ぐ らいはかかっ ている と い う 状況です。

その後、 実際の書類が私 ど も るこ届 く と い う こ と み こ な り ます。 したが っ て 、 9 月 以降を申

請可能期間 と 呼んでお り ます。 それがずっ と 5 歳ま で続 く んですが 、 5 月 の と こ ろで-た

ん切 り ま して 、 これまでに過ぎた申請可能期間を黄色で表示 してお り ます。 と り あ えず 4

月 ま で と します。

それか ら 、 その後 も 、 5 月 以降も 申請可能期間は 5 歳まで続き ます。 これがまだ経過 し

ていない申請可能期間 と い う こ と に してお り ます。 これが赤色の と こ ろです。 それが終わ

る と 申請不可に戻る 、 白 い と こ ろ に戻る と い う こ と で、 青、 黄、 赤の順に経過 してい く と

い う こ と にな り ます。

こ の事例を昨年 1 年間にお生まれになっ たお子 さ んについてすべて並べてみます と 、 下

のブロ ッ ク を重ねた よ う な表ができ上が る と い う こ と にな り ます。 一見 してわか り ますこ

と は 、 赤が相当多い と い う こ と でご ざいます。 黄色、 既に経過 した 申請可能期間は結構少

ない と い う 状況でございます。

それを念頭に置いていただいて 、 一番下に書いてあ り ます四角の中の こ と を ご説明 を し
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ます。 一番下の左側の四角ですが 、 大き な字で書いてあ り ますが 、 これま でに実際に補償

申請が可能な延月 数、 これが黄色のマス 目 を数えた部分です。 これが 3 6 あ り ますので、

3 6 カ月 と 。 その中か ら 、 4 月 の終わ り ま でに審査が終わっ て補償対象になったお子 さ ん

が 3 4 人いま した と い う こ と でございますので、 黄色の中か ら 3 4件の認定が出た と い う

こ と にな り ます。 ですか ら 、 大体一月 1 件ですが、 厳密に言 う と 一月 0 . 9 4 件 と い う こ と

にな り ます。

そ して 、 まだま だ赤い期間が残っ てお り ますので、 今 と 全 く 同 じペースで増減な く 進む

と い う 少 し無理な仮定を置いてみます と 、 次に真ん中の矢印にな り ますが 、 仮に誕生月 -

月 につき 0 . 9 4 件、 残 り の補償申請が可能な期間 、 ピン ク のマス に同 じペースで申請が行

われる と い う こ と で、 ピンク のマス 目 を全部数えます と 5 8 7 枚あ るんですね。 5 8 7 あ

り ます。 そ こ で、 それ ら を計算 していき ます と 、 一番下の右側の四角 にな り ますが 、 補償

申請期間終了時の補償対象者数は約 5 9 0 名 と な り ます と い う こ と であ り ます。 そ こ で予

想 してお り ます補償対象件数の範囲内で推移 している と 考えてお り ます。 ただ し 、 実際に

は、 児が生後 3 年 と な る前後に診断が可能 と なる児もいる だろ う と い う こ と を考慮 した り

します と 、 今後 も補償申請が増加する もの と 見込まれてお り ます。 これは も う 少 したちま

せん と なかなか正確な こ と は言えない と思いますが、 かな り 無理な前提を置いて単純計算

してみます と 、 こ の よ う な こ と にな る と い う こ と でございます。

以上が資料 1 の ご説明でございま した。

そ して 、 先ほ どの も と も と の資料に も う 一度戻っ ていただき ます。 同 じ 5 ページでござ

います。 同 じ 5 ページの中ほ ど少 し上で、 片仮名 のイ で、 ｢審査結果への対応等｣ でござい

ますけれ ど も 、 その下にあ り ます ｢補償対象の認定と審査結果の通知｣ の と こ ろであ り ま

すけれど も 、 丸にあ り ますよ う に 、 補償約款上、 運営組織は補償請求者、 分娩機関に対 し

て 、 申請書類を受理 した通知を発出 した 日 の翌 日 か ら原則 と して 9 0 日 以内に審査結果を

通知する こ と を規定 してお り ます。 したがっ て 、 書類を受理 しま した と言っ てか ら 、 その

後す ぐ審査委員会を して 、 その結果を通知する 。 こ こ まで 9 0 日 と い う こ と に してお り ま

す。 現在の と こ ろ 、 実績ですけれ ど も 、 申請書類の受理か らおおむね 2 0 日 か ら 4 0 日 程

度で審査結果を通知 してお り ます。 そ う い う 現状でございます。

それから 、 次の黒い括弧で、 ｢補償対象事案の特徴｣ でございますが、 補償対象事案の特

徴を質的や量的に細か く 分析 した り 公表 した り する には 、 まだ 3 4件ですので、 時期尚早

である と 考えてお り ますが 、 現在の と こ ろ 、 性薄Jに特に偏 り はないです し 、 分娩機関の所

‐ 1 5-



在地も特に偏っている と い う 状況ではございません。

それか ら 、 ( 2 ) ですけれ ど も 、 ｢診断協力医制度の運営状況｣ でございます。 こ の診断

協力医 と い う のは何か と 申 します と 、 診断書を作成する こ と ができ る のは身障者福祉法の

指定医の先生 と 小児神経学会の専門医の先生、 こ う い う こ と で約款上決め させていただい

てお り ます。 その先生方すべてがご協力 していただければいいんですが 、 その中でも 、 特

に こ の制度で診断書を書 く と い う ご負担も あ り ますが 、 それに協力 していただけ る方を募

り ま して 、診断協力医 と 呼んでお り ます。 そ う い う 先生方には東京にお集ま り いただいて 、

制度の詳 しい ご説明や診断書の書き方を ご説明 した と こ ろです。 それが診断協力医でござ

います。

丸の 1 つ 目 にまい り ますが 、 補償請求者の利便性向上に資する よ う 、 関係団体の協力 を

得て 、 診断協力医の募集を行っ てお り ま して 、 徐々 に増えて 、 5 月 末現在、 4 2 7 名 に委

嘱手続を行っ てお り ます。

委嘱手続を行っ た診断協力医については、 本制度のホームページで公表 してお り ます。

具体的に公表 している 内容は、 氏名 です と か、 医療機関名やその所在地、 それか ら電話番

号だ と か、 診療科名 です。 あ る人は小児科、 あ る人は小児の整形外科だっ た り しますので、

診療科名 まで掲載 してお り ます。

丸の 2 つ 目 ですが、 診断協力医体制の整備に引 き続き取 り 組んでい く こ と に してお り ま

す。 4 2 7 名 はそれな り の数ではあ り ますが 、 都道府県に よ ってまだ少ない と こ ろ も あ り

ますので、 引 き続き取 り 組んでい く こ と 々 こ してお り ます。

( 3 ) ですが 、 ｢補償金の支払い事務に係る対応状況｣ でございます。 下の丸ですけれ ど

も 、 約款では 、 補償対象と認定を受けた場合に 、 運営組織は補償賞請求者よ り 補償金請求に

必要な書類を受領 した 日 か ら原則 と して 6 0 日 以内に準備一時金を支払 う こ と が規定され

てお り ます。 ですから 、 書類がそろっ た ら 6 0 日 以内にまずは払 う と い う こ と です。 現在

の と こ ろ 、 実績ですけれ ど も 、 請求書受領か らおおむね 1 0 日 か ら 2 0 日 程度で補償金が

支払われてい る と い う 状況でございます。

以上です。

○上田委員長

ただいまの説明につき ま して 、 ご質問等ございますで し ょ う か。

0五阿弥委員

補償対象者の数と い う のは 、 制度設計において極めて重要なポイ ン ト にな る と思 う んで
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すが、 現在 3 4 件。 こ の数字を ど う 見るかなんですけ どね。 今ご説明 あった よ う に 、 将来

的に これか ら増えて く る と 。 ただ、 一月 につき 0 . 9 4 件で、 これを全部押 し広げる と い う

のは、 事務局がま 割こ ご指摘な さ っ た よ う るこ 、 非常に無理な推計と思います。 多いか らだ

めだ、 少ないか らだめだ と い う のではな く て 、 そ も そ も年間 5 0 0 件か ら 8 0 0 件 ぐ らい

と い う 話で した よね。 それは一定地域の研究を全国に当てはめた場合に、 お よそ こんな も

のになる のではなかろ う か と い う 、 要する に現在では出現率 と い う か、 脳性麻痺の子供た

ちの出現率と い う のはわかっ てないわけですか ら 、 あ く ま で推計値です。 こ の 3 4件 と い

う のは、 ど う なんで し よ う か。 私が見る と 、 最初の想定よ り も ど う して も少ない よ う に し

か見えない。 その場合、 実際に少ないだろ う か。 それ と も 、 制度の P R 、 周知徹底がまだ

図 られていないのか。 あ るいは何かほかの 、 例えば手続的に面倒なので、 医療現場のほ う

で抵抗感があ る と か。 そ う い う こ と はない と思いますけれ ども 、 これは実は専門家の方、

岡井先生 と か、 あ るいは木下先生もい ら っ しゃ る ので、 専門家の方はこ の数字を ど う い う

ふ う に ご ら んになっ ている のか と い う のをぜひお聞き したい と思います。

○上田委員長

岡井委員、 いいですか。

○岡井委員長代理

私、 個人的な意見では、 最初に 8 0 0 と 見積も っ たのが高過ぎる と い う のは、 前に 申 し

上げた こ と も あ る と思 う んですが、 そんなにはない と思っ た。 ただ、 こ の制度が金銭的に

蕉賭綻する こ と がない よ う に と い う こ と で、 最大限見積も っ て 8 0 0 と 。 だか ら 、 それよ り

低いのはいいんですが 、 私が思っ た よ り も少ないのが現実です。 ですか ら 、 脳性麻痺の中

で も 、 1 級、 2 級 と 限っ ている ので、 これまで私たちが感覚的に これ く ら い と思っていた

のには、 軽いの も含まれていて、 それを頭の中でこ んな感 じかな と思っ ていた。 皆、 そ う

ですれ き ち っ と した統計がないだけに。 そ う い う こ と で、 少 し高めに見積も っ ていた と

い う 現実があ る のではないか と 、 私は今そ う い う ふ う に思っ ています。 これ、 同 じ月 でず

っ と 来れば五百幾つまで行 く と あ り ますけれど も 、 それは絶対ないです。 二、 三年の間は

増えて も 、 その後減って く る と思いますので。 重度の事例が 5 年たつま で全 く わか ら ない

と い う こ と はあ り ませんか ら 、 ですか ら 、 おそ ら く 見積も っ た 8 0 0 よ り は最終的に少な

い数になる だろ う と 思います。

懸念 されてお られる 申請 されるべき方が制度を知 ら ないために していない と か、 分娩機

関側がそれに協力 してない と かい う こ と はあっ てはな ら ないので、 き ち っ と そ う い う こ と
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は周知 して も ら わない と いけない し 、 分娩施設側も 、 も ち ろんちゃん とやっ て も らわな く

ちゃいけない と 思いますが 、 今の と こ ろ現実に少ないんだと思います。

○上田委員長

木下委員、 よ ろ しいですか。

○木下委員

私も 岡井委員長代理と 同 じ よ う な感覚で見てお り ま した。 当然重度の脳性麻痺の方であ

る な ら ば、 早期に申請が行われる と思います し、 例えば 2 1 年の 1 月 か ら半年間の間に大

体主なも のは出て 、 それか ら 、 2 1 年 1 月 に生まれた方をずっ と 5 年間見た と き には、 だ

んだん と そ こ か ら生まれた人たちは同 じ率で発生する こ 割まち ょ っ と 考えに く い。 む し ろ

減る のではないかな と 。 特に 3 年たっ た ら歩行がはっ き り する 。 その レベルの方たちにな

る んだろ う と思いますが、 おそ ら く 減る のではないかな と い う 意味で。 ただ、 ご く 最近の

と こ ろの近 く で、 一、 二カ 月 前に生まれた形も含めた こ と と して 、 3 6 カ 月 と い う と 、 -

見すべてに当 てはま る よ う に思いますが 、 そ う い う ふ う に個々 の こ と を見てい く と 、 後半

にはおそ ら く 減っ てい く と い う 意味では 、 ト ータル と しては推定 した数よ り は減る のでは

ないかな と い う 印象を持ってお り ます。

○上田委員長

事務局のほ う か ら 。

○後技監

1 点補足 させていただき ます。 先ほ どのブロ ッ ク の集ま り の よ う な図表を見ていただき

ま したよ う に 、 何分今の と こ ろは、 黄色の部分、 つま り 補償申請可能期間がま だかな り 少

ないわけです。 例えば、 制度発足 1 年、 と 私な ど も よ く 申 し上げた り する んですが 、 よ く

考えれば 1 2 月 生まれのお子 さ んはま だ 1 年経っ ていない ど こ ろか、 申請する こ と はでき

ない期間に入っ ている と い う 状況で ございます。 その よ 効こ黄色い と こ ろが少ない と い う

の も 、 ま だ 3 4 件の理由の 1 つ と してあろ う か と 思います。

それか ら 、 5 月 の審査委員会も実施 してお り ますが 、 こ こでは十二、 三件の審査を して

お り ますので、 今までの よ う な 5 件 と か、 そ う い う こ と ではな く 、 増えている 。 ただ し 、

これは 、 黄色いマス 目 が 、 申請期間が増えてまい り ますので 、 増え る のは当然の こ と であ

り ますので、 これか ら増えてい く と思います。

それか ら 、 脳↑型麻痺の診断を して 、 例えば国の社会保障制度の中での診断書な どを作成

していただいている のは、 これは小児科の 中でも小児神経分野の先生でい ら っ しゃいます。
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また整形外科の 中で、 小児の整形を診てい ら っ しゃ る先生 と い う こ と にな り ます。 そ う し 、

っ た先生方のお話を聞いてみます と 、 最初は実用歩行ができ る か、 でき ないか、 い ろいろ

悩むよ う なお子さ んがいた ら 、 ずっ と 経過を見る 。 お母 さ んに対 してすぐ ｢脳性麻痺です｣

と 言 う こ と も なかなか しに く いので、 受け入れていただけ る よ う に少 しずつ発達を診なが

ら 、 よ そのお子 さ んに比べて発達が遅れている けれど も 、 ま だ追いつ く かも しれないから

診てみま し ょ う と い う こ と で、 リ ハ ビ リ な どを頑張っ てみる 。 そ して 、 ど う して も無理だ、

実用歩行ができ ない と 。 実用歩行 と いいますのは、 何も助けを借 り ずに立って 、 1 0 メ ー

トル歩いて帰っ て く る と い う こ と なんですが 、 それができ な く なった と い う こ と が確定 し

ま した ら 、 診断書を書 く 。 あ るいはお母 さ んにもそ う 告げる と い う こ と で、 時間をかけて

診断 している と い う こ と が現実の よ う で して 、 それでも 3 歳 ぐ らいには多 く はわかる と い

う こ と を先生方はおっ しゃいます。 その と き に 、 それ以降は減る と い う こ と も あ り 得る こ

と です し、 その と き に ピーク を形成する と い う こ と も あ る と思います。 そのあた り がち ょ

っ と わか ら ない も のですか ら 、 き ょ う は無理な設定になっ ている と い う こ と でございます。

○上田委員長

五阿弥委員。

0五阿弥委員

実際数が少なかっ た ら 、 それはそれでよ ろ しいんですけれ ども 、 せっ か く こ の制度がで

き たので、 救済の網か ら漏れる よ う なケース がある と 、 それはまずいな と思っ た も のです

か ら 、 でき る 限 り 今後 もそ う い う 周知徹底、 そ う い う こ と には事務局 と して も一生懸命取

り 組んでいただき たい と思います。

○上田委員長

鈴木委員。

○鈴木委員

先ほ どの ご説明に も あ り ま したけれど も 、 加入者の産科医の手元を離れて しま う わけで

すよね。 ですか ら 、 む しろ小児科医に広報を徹底する と い う のは 1 つあ る と思います。

それから 、 私も これま で幾つか、 数え る程度ですけれ ども 、 2 けたに満たない数で相談

を受けた こ と が 、 要する に脳性麻痺で相談を受けた こ と があ り ますが 、 ち ょ っ と 印象なん

ですけれど も 、 正確にき ちん と調べてないんですけれ ど も 、 印象 と しては、 分娩後二、 ニ

年経過 してか ら相談が来る こ と が結構多いですね。 こ の点 、 勝村さ ん も よ く 相談を受けて

い る と 思 う んですけれ ども 、 印象 と しては ど う で し ょ う か。 それ と 、 も し、 さ っ き の 3 年
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あた り が ピーク だ と する と 、 除斥期間が 5 年 と い う のは短いかも しれないですね。 ですか

ら 、 やっ ぱ り あ る程度の 申請の ピーク を見定めて 、 それか ら間 も な く で 5 年が経過する と

い う よ う だ と 、 やは り も う 少 し 、 7 年 と か 1 0 年 と か、 申請期間を延長する と い う こ と も

将来の検討の対象ではないか と い う 気が しますけ ど。

○上田委員長

勝村委員、 何かあ り ます ?

○勝村委員

私もいろいろ脳性麻痺になっ て しま っ た子供たち を知っ ている んですけれ ど も 、 かな り

重度な事例をた く さ ん知っている んですけれど も 、 そ う する と 、 早々 と 気管切開 をする よ

う な形になっ て き ている ので、 そ う い う 中の私が知る ケースでは 、 た しかに障害者手帳 と

かを出す と い う よ う な こ と るこ関 しては、 そんなにす ぐには何級と 定めずに 、 小児科の先生

は慎重に される な と い う 印象はあ り ますけれど も 、 重度の子に関 しては 、 3 年 と い う よ り

は、 逆に二、 三歳で結局死亡 して しま う と い う ケース も た く さ ん経験 している ので、 重度

の子に関 しては、 も う ち ょ っ と それは早いんだろ う な と い う 印象ですけれ ど も 。

○上 田委員長

それぞれご意見いただき ま した。 いずれに して も 、 先ほ ど五阿弥委員、 また鈴木委員か

ら ご指摘ございま した よ う に 、 やは り 周知が重要ですので 、 分娩機関のみな らず、 小児科

です と か、 診断される先生方に も広 く 、 今後 、 運営組織のほ う で普及を図って 、 でき るだ

け該当する方については申請 していただ く と い う こ と を進めていき ます。 今後については

状況を見なが ら ご意見をいただ く こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員

こ のきれいな表をつ く っ ていただいたので、 も しすぐに可能で した ら 、 興味、 関心･みた

いなのがある のですけ ど、 こ う い う 議論の関連で、 今、 こ の黄色の と こ ろが 3 6 マス あ る

んですよね。 それで、 3 4 件が認定になっ ていますね。 どのマス に どんな数字が入る のか

と い う こ と は言えないですか。 例えば 2 1 年 1 月 に生まれた子が 8 個のマスで示 されてい

る け ど、 その数字がそれぞれのマス に 、 0 と か、 1 と か、 2 と かが入る と思 う んですけれ

ど も 、 そ してその結果で何 らかの傾向 と かは何かないので し ょ う か。 も しわかれば と お願

い したい と 思いますが。

○後技監

傾向 と い う ほ どの こ と はあ り ませんが 、 数字は私 ども把握 してお り ます。 それか ら 、 基
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本的には 1 歳以降が 申請期間ですので、 1 歳以降 と 半年までのあた り “ま傾向が違 う のかも

しれないのですけれど も 、 何 しろ 1 歳を超えている児がま だかな り 少ないものですから 、

判断 しかねる と こ ろです。 これはま だ始ま っ たばか り と い う こ と にな り ます。

ま た 、 いずれ、 こ う い う 審査の状況、 あ るいは 申請の状況につき ま して も 、 数が増えて

き た り します と 、 公表 させていただき たい と思っ てお り ますので、 その と き をお待ちいた

だき たい と 思います。

○勝村委員

5 月 に 、 十二、 三件出ている と い う 話も あ り ま した よね。 なので、 ま た も し 、 次回の運

営委員会の と き に、 同 じ よ う な表で、 マス の中に数字を入れて出 していただいた ら 、 も う

少 し状況がわかる のかな と思いますので 、 も し可能な ら ばそれをお願い したいです。

○上田委員長

では、 検討 させていただ く と い う こ と で。

そのほか、 よ ろ しいで し ょ う か。

そ う しま した ら 、 第 4 番 目 の原因分析の実施状況等について、 事務局 よ り 説明 をお願い

します。

○後技監

それでは 、 資料本体に戻 り ま して 、 7 ページでございます。 原因分析の実施状況でござ

います。 ( 1 ) の原因分析報告書審議の状況でございます。 その下の丸にあ り ますよ う に 、

1 月 よ り 原因分析委員会の内部に設けた 6 つの部会を順次開催 して 、 原因分析報告書の作

成を進めてお り ます。 第 1 2 回原因分析委員会、 これが親会議にな り ますが 、 こ こ で初の

原因分析報告書の審議が行われま した。 これまでに 5 事例の原因分析報告書が承認を され

てお り ます。 そ して 、 当該分娩機関及び保護者に送付されてお り ます。 第 1 2 回が初めて

の報告書の審議で したので、 1 2 回以降、 1 4 回までの委員会の審議件数や承認件数な ど 、

表にま と めてお り ます。

ご ら んいただき ます と 、 毎回 1 件か ら 2 件の審議を している と い う こ と がおわか り いた

だけます。 そ して 、 審議結果は条件付承認が最も多 く て 、 5 件で、 あ と はゼ ロ と い う こ と

でございま して 、 条件付承認 と い う のが何か と 申 します と 、 下に黒い四角で書いてお り ま

す。 条件付承認は、 修正があ る も のの 、 改めて審議する必要はな く 、 委員長預か り と い う

こ と でおま と めいただいた報告書で ございます。 これが一番多 く な っ ている と い う こ と で

ございま して 、 全部で 5 件であ り ます。
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一番下の丸ですが、 ま た 、 部会において実際に原因分析報告書を作成する 中で、 初めて

の こ と ですので、 い ろいろ明 ら かになっ た課題があ り ます。 そ こで原因分析報告書の流れ

につき ま して 、 本 日 の資料 2 ですが、 これはカ ラーの資料で、 縦型になっ てお り ま して 、

表 と 裏が ございます。 こ こ に原因分析報告書の作成の流れを改めてま と めてお り ます。 以

前に もおおよ その も のはお示 し した こ と があ り ますが 、 そ こ か ら増えた部分を申 します。

まず 1 ページ 目 を見ます と 、 各ステ ッ プご と しこ機長の楕円形で番号が打っ てあ り ます。

①、 ②、 ③ と続いていき ます。 その う ちの② と③の と こ ろを見ていただき ます と 、 ②は事

例の概要案 と か診療録の送付と い う こ と で、 評価機構か ら レポータ ー と 部会長、 これは部

会の中の 3 回で実際に報告書を執筆する方を レポーター と 呼んでお り ます。 その方や、 部

会長ですから委員長ですね、 そ う い う 方に対 して事例の概要や診療録を送付 している 。 そ

して 、 ③で、 それがいいかど う か、 あ るいは情報が足 り なければ追加情報を求め る かど う

か、 そ う い う お返事をいただいてお り ます。 こ のあた り はすべて以前の案では事務局でや

ろ う か と思っ てお り ま して 、 そ のために事務局に も産科医や助産師がお り ますけれど も 、

そ こ は実際に分析を して執筆をする方が実物の診療録と かを見たい と か、 事例の概要を最

初に確認 したい と か、 あ る いは必要な情報で足 り ない も のがあれば、 追加をする判断を し

たい と い う こ と で、 ②や③の と こ ろは少 し作業が増えた と い う と こ ろでございます。

続き ま して 、 ③が⑧の 1 か ら 6 まで分かれてお り ます。 これは、 仮に追加情報が必要だ

と い う と き には 、 児が搬送された も と の分娩機関 と か、 搬送 されていっ た先のN I C Uを

有する よ う な医療機関、 総合周産期母子治療セ ンターの よ う な と こ ろですが、 それ ら の医

療機関、 つま り 分娩を した医療機関の前後の医療機関に追加情報を 、任意にはな り ますが 、

求め よ と い う ステ ッ プでございま して 、 3 の 1 か ら 3 の 6 の と こ ろが全部追加になった と

い う こ と でご ざいます。 追加になっ た と い う こ と は、 そ こ に作業が発生する の と 、 そのた

めの時間がかかる と い う こ と にな り ます。

そ して 、 次に裏にまい り ま して 、 7 が終わっ た と こ ろで 、 事例の概要が確定する 。 つま

り 、 報告書を書 く 材料がそろった と い う こ と にな り ます。 そ して 、 8 か ら執筆開始 と い う

こ と にな り ま して 、 1 5 で終わる と い う こ と にな り ます。 一番下の右下に四角 く 囲んでお

り ますよ う に 、 全工程が 6 カ月 か ら 1 年 と い う こ と になっ てお り ま して 、 あま り 長い と い

う の もいけませんので、 でき る だけ 6 カ月 ぐ らいで終わる よ う に急いでやっ てお り ますが 、

まだ始めたばか り ですので、 なれる ためにかな り 苦労 している と い う 状況で進んでお り ま

す。
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以上が資料 2 の ご説明でございま して 、 これで本体資料の 7 ページは終わ り ま して 、 続

き ま して 、 資料の 8 ページにまい り ます。 資料の 8 ページは、 ( 2 ) で 、 ｢原因分析報告書

の公表｣ でございま して 、 丸の 1 つ 割こ書いてあ り ますのは、 これは個人情報に配慮の上、

報告書を公表する と い う こ と です。

丸の 2 つ 目 が実績で、 これまで 3 事例の報告書の要約版を本制度のホームページに掲載

してお り ます。 ホームページの会議資料な どが掲載されているページに貼 り つけてお り ま

す。 だれでも ご らんいただけます。 それか ら 、 全文版もマス キングを行っ て 、 開示請求が

あっ て 、 審査を経て 、 開示を行ってお り ます。 そ して 、 同 じ要約版を掲載 してい る ホーム

ページには 、 開示手続についての情報も掲載 してお り ます。

下にあ り ます表は、 開示請求者の主な内訳になっ てお り ます。 請求者全員に開示を して

いる わけですが、 1 番 目 が医療機関か ら 3 件、 それか ら 2 番で医療関係団体か ら 3 件、 3

番 目 が報道機関から 2 件 と い う 状況で、 8 件か ら の開示請求に対応 している と い う こ と で

ございます。

そ して 、 本 日 の資料 3 は、 ご参考までにですけれど も 、 開示請求書を資料と して ご用意

させていただき ま した。 これはホームページに も掲載されている も のでございます。

そ こ は詳 し く ご説明は省かせていただき ま して 、 ( 3 ) にまい り ます。 原因分析報告書を

作成する に当た り ま しては、 6 つの部会で作成する も のに随分と む ら があっ てはいけませ

んので、 マニ ュ アルを作成 してお り ます。 マニ ュアルについてはこれまでも何度かご説明

を してき た と こ ろでございます。 丸に書いて ございますよ う に 、 原因分析委員会での事例

の審議を踏ま えま して 、 マニ ュアルの一部改訂を行いま した。 こ の よ う に 、 実際に報告書

をつ く り なが ら 、 マニ ュ アルも よ く していっ ている と い う こ と でございます。

本 日 の資料 4 が原因分析報告書作成マニュ アルになっ てお り ます。 資料 4 を ご ら んいた

だき ま して 、 特に大き く 変わった部分は 9 ページでございます。 資料4 の 9 ページですけ

れ ど も 、 こ れは以前運営委員会でお示 し したマニュ アル と 随分変わ り ま した。 9 ページに

は ｢医学的評価に用いる表現｣ と い う 表が掲載されてお り ま して 、 医療水準が高い と こ ろ

と 標準な と こ ろ と低い と こ ろ におお よ そ分けてお り ま して 、 それに対応する表現、 語句を

並べてお り ます。 必ず し も厳密な も のでは ございませんけれども 、 原因分析報告書を読ま

れた方が どんな表現で どの程度の こ と を表現している のか と い う も のが部会や報告書に よ

っ てば ら ば ら と い う こ と ではいけませんので、 こ の よ う な 目 安を示 している と い う こ と で

ございます。
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それか ら 、 1 1 ページに も似た よ う な表が ございます。 1 1 ページの一番下の大き な四

角 にな り ますが 、 これは今後の産科医療向上のために検討すべき事項、 改善事項の よ う な

こ と を書いてい く 部分にな り ます。 そ こ もぜひ改善すべきだ と い う よ う な程度も あれば、

改善できればいいですね と い う よ う な 、 弱い程度も あ り ますので、 推奨レベルの強弱にあ

わせま して 、 表現する表現語句の見本をお示 し した ものでございます。

それから最後の 1 3 ページであ り ますけれど も 、 こ こ も増えてお り ます。 報告書を作成

する に当た り ま して 、 ご家族か ら の疑問 ･ 質問 も受け付けてお り ますが 、 その回答の仕方

についてマニ ュアルに記載 した部分でご ざいます。

お よそ こ のあた り 、 今 申 しま したあた り が増えている と い う こ と でございます。

そ して 、 資料の本体のほ う & こ戻っ ていただき ま して 、 8 ページの ( 4 ) で 、 ｢仮想事例 3

の報告書｣ と い う も のでございます。 丸に書いてあ り ますが 、 原因分析委員会では、 ほん

と う に報告書を作成する と い う 前に予行演習を しま して 、 それを模擬部会 と 呼びま した。

模擬部会を開催 して 、 3 つの事例について審議を してみま して 、 実際に報告書をつ く っ て 、

いろんなや り 方を検討 してき たわけです。 そ して 、 それを仮想事例 1 、 2 、 3 と 呼んでお

り ま して 、 1 、 2 につ き ま しては、 報告書 と してま と めたのは以前に ご説明いた しま した。

そ して最後の仮想事例 裁こつき ま して も 、 報告書 と してま と めま した。 そ して 、 本制度の

ホームページにも掲載を してお り ます。 本 日 お手元に ございます資料 5 がその仮想事例 3

の報告書になっ てお り ます。 そ して 、 その中で、 特に仮想事例 3 では 、 報告書の中に 、 脳

↑塑麻痺の回避可能性について書 く 、 あ るいは書かない と い う こ と について随分議論があ り

ま したので、 その要旨について も ま と めてお り ます。

それでは 、 資料 5 の模擬部会において取 り ま と めた仮想事例の原因分析報告書その 2 を

ご らんいただけますで し ょ う か。 表紙を含めて 4 枚め く っ ていただき ます と 、 目 次が ござ

います。 色のついた紙の次のページです。 目 次にあ り ます よ う に 、 目 次の ロ ーマ数字の I

の と こ ろはでき上が り の仮想事例 3 の報告書にな り ます。 でき上が る までに随分修正があ

り ま したので 、 ロ ーマ数字の 口 の と こ ろが修正箇所一覧表。 ロ ーマ数字mの と こ ろが 、 修

正箇所を議論 した審議の要約です。 ロ ーマ数字Nの と こ ろが仮想事例 3 の原案です。 最初

につ く られた も のです。 そ して ロ ーマ数字V の と こ ろがその要約版 と い う こ と るこな り ます。

そ して 、 ロ ーマ数字の切番が別紙、 これは家族から の質問があっ た場合の答えの書き方 と

い う こ 割こな り ます。 そ して最後 ロ ーマ数字の枷番の と こ ろが 、 回避可能性に関する記載

等についての原因分析委員会での審議の要旨 と あ り ま して 、 こ こ で随分 と 多い議論がな さ
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れた と こ ろでございます。

こ の報告書の う ち 、 ロ ーマ数字のW番の と こ ろがかな り のページを と っ てお り ま して 、

これはページ数が打ってないので、 ご説明 し る こ く いんです。 申 しわけございませんが 、 後

ろのページか ら 、 紙るこ して 3 7 枚分ぐ らい 、 7 4 ページぐ ら い分は回避可能性の議論の紹

介でございます。 後 ろか ら数えて 3 7 枚分がそれです。 こ こ に克明に記載されてはお り ま

すけれど も 、 こ の よ う な重要な議論が詳細に記載されてはお り ますけれど も 、 ま と めては

お り ませんで したので、 それをま と めま したのが本 日 の資料鈷こな り ます。 資料 6 が 2 枚

紙になっ てお り ま して 、 七十数ページ分をま と めま した。 要は ど う い う こ と にな っ たのか

と い う こ と をま と めてお り ます。 資料 6 の タ イ トルが ｢原因分析報告書の 『回避可能性』

の記載に関する議論のま と め｣ と い う こ と でございま して 、 こ う い う こ と じこ な り ま した と

い う こ と でございます。

1 番 る こ経E緯が書いてあ り ま して 、 こ こ は回避可能性を記載するか ど う か と い う こ と で 、

原因分析委員会では 、 有識者委員 と 委員長ほかその他の委員 と の間で意見の相違があっ た

と い う こ と が書いてあ る こ と と 、 それか ら 、 原因分析報告書を作成する のは医療界の委員、

あ る い るま医療界の方と い う こ と にな り ますので、 医学界の方がやる気を出 さ ない と 原因分

析は進ま ない。 これは当然の こ と ですので、 医学界の方で議論 していただいて 、 その結果、

回避可能′性について 、 2 番に書いてあ る よ う な こ と が方針 と してま と ま った と い う こ と で

ございます。

大き な 2 番がま と めで、 ( 1 ) がその記載方法にな り ますけれ ど も 、 記載方法の丸の 1 つ

目 ですけれ ど も 、 これはまず脳↑聟麻痺の発症を防止でき る 可能性は、 あ ら ゆ る可能性を書

いてい く 、 考え られる改善事項はすべて記載する と い う こ と でございますが 、 回避可能性

を直接書 く と い う のは責任追及につながるおそれがある と い う 指摘が根強 く あ り ま して 、

報告書においては言及 しない こ と と なっ てお り ます。

それか ら 、 丸の 2 つ 目 は記載の仕方です。

丸の 3 番 目 は、 改善事項が複数ある場合は どれが大事なのか、 どれがそ う でないのか と

い う こ と がわかる よ う に書き ま し ょ う と い う こ と で、 その表現ぶ り については先ほ どマニ

ュ アルの中に追加 された と ご説明 した と こ ろです。

そ して一番下の丸 々 こあ り ますが 、 それでも著 し く 質の低い医療 と か、 明 ら かに危険な医

療が原因だ と 断定でき る と い う 事例では、 これは医療の質を一 日 も早 く 改善 させなければ

な ら ない こ と か ら 、 その事実を明瞭に指摘する と い う こ と にな り ま した。
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それか ら 、 2 枚 目 の紙に移 り ますが 、 家族か ら の疑問、 質問に対する回答について ど う

対応するか と い う 方針でございます。 1 つ 目 の丸にあ り ますよ う “こ 、 可能な限 り に正確に

答える と い う こ と 。

それか ら 、 丸の 2 つ 目 にあ り ます よ う る こ 、 ど う していれば脳性麻痺の発症を防止でき た

のか と い う ご質問がある場合も あ り 得る と思います。 その と き も わかる範囲で可能な限 り

質問に答えます。

それか ら 、 丸の 3 つ 目 で、 こ の よ う なお答え、 家族か ら の疑問 ･ 質問に対する 回答は別

紙 と い う こ と で作成 します。

最後の丸ですけれ ど も 、 こ の別紙は、 家族だけではな く て 、 分娩機関にも送付する と い

う こ と 々こ なっ てお り ます。

こ の よ う な こ と がま と ま っ た と い う こ と でございます。

そ して 、 続き ま して 9 ページです。 9 ページま でご説明 します。 ( 5 ) の ｢『原因分析の

解説』 の作成について｣ でございます。 お手元の資料 7 のブルー と 白 の冊子が ございます。

これは ｢原因分析の解説｣ と い う こ と で作成いた しま して 、 5 月 下旬に全加入分娩機関に

配付を してお り ます。 こ のブルーの本を開いていただき ます と 、 例れまブルーの本の 2 ペ

ージには、 原因分析の基本的な考え方をマニュ アルそのま ま に掲載 してお り ます し 、 それ

か ら 3 ページですが、 絵を入れま して 、 どの よ う な原因分析の作成の過程、 流れになる か

と い う こ と をお示 しを してお り ます。 4 ページも 同 じ よ う な作成の流れの順番を図示 して

お り ます。

それか ら 、 6 ページにな り ますが 、 6 ページが原因分析報告書を作成する に当 たっ て 、

仮に重大な過失が明 らかであ る と思料される ケース は 、 調整委員会で議論 された り する こ

と につながっ ていき ますので、 その よ う な こ と に も触れてお り ます。

それか ら 、 1 1 ページは、 原因分析報告書を ど う い う ふ う に公表 してい く か と い う も の

でございます。

それか ら 1 4 ページですけれども 、 1 4 ページは 、 診療録の記載事項で、 ど う い う こ と

を今まで記載事項 と してお願い しています と い う こ と を書いてお り ま した り 、 万一診療録

等の不正記載が疑われた場合は ど う します と い う こ と が書いてあ り ます。 こ の不正記載が

疑われた場合については、 本体資料で後でも う 一度ご説明 します。

それか ら 、 1 5 ページは、 ほかの施設から情報提供が必要な場合も あ り ます と い う こ と

で、 追加情報の収集について触れてお り ます。
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そ して 1 6 ページは、 よ く あ る Q &Aを掲載 している 。

こ う い う 内容の ｢原因分析の解説｣ と い う 冊子を作成 しま して 、 5 月 の下旬に全加入分

娩機関に配付いた しま した。

それから 、 ま た本体資料に戻っ ていただき ま して 、 9 ページの ( 6 ) 番です。 ｢診療録の

不正記載等が疑われた場合の対応｣ と い う こ と で、 これは、 こ ち ら運営委員会でも ご意見

があっ た と こ ろです。 それを原因分析委員会でま と めた も のでございます。

四角 の中を ご説明 させていただき ます。 第 1 4 回の原因分析委員会の資料よ り 抜粋 した

も ので ございます。 黒ポツの 1 つ 目 で、 原因分析の過程で診療録の不正記載等が疑われた

場合は、 分娩機関に確認を行 う と い う こ と と 追加情報の提供を求めます。 しか し 、 調査等

に限界があ る と い う こ と であ り ますので、 最終的に疑問が解消 されず、 原因分析委員会及

び部会において診療録の不正記載等が強 く 疑われる と 判断 された場合は、 その 旨 を報告書

に記載する こ と にいた します。

そ して 、 次の黒ポツですが 、 なお極めて悪質な不正記載等である と い う こ と が明 ら かで

ある 。 そ う い う こ と が書き込まれた報告書になった と い う 場合は、 運営糸島織は分娩機関に

対 して強 く 改善を求めます。 そ して 、 状況に応 じて 、 制度か ら の脱退勧告等を行 う こ と も

あ り 得ます。 ま た 、 これ ら の こ と がほん と う に生 じて しま っ た場合には 、 これ ら の対応に

ついて、 こ の運営委員会にも報告を行 う こ と & こ してお り ます。

下の点線の四角の中ですが 、 ｢不正記載等｣ と い う のは ど う い う こ と を意味 している か と

いいます と 、 原因分析のため分娩機関か ら運営組織に提出 された診療録等について、 1 つ

目 が意図的に記録を書き かえた も の (虚偽記載を含む) 。 いわゆ る改窺です。 これが 1 つ。

それか ら 、 意図的に記録を記載 していない も の。 そ して最後が、 意図的な資料の不提出。

いわゆ る 隠蔽です。 それ ら をい う こ と に してお り ます。

そ して一番下の丸ですが、 こ の よ う な事態が生 じては絶対いけませんので、 そ う い う こ

と が生 じ る こ と のない よ う に分娩機関向 けに作成 した今のブルーの ｢原因分析の解説｣ な

どにおいて も 、 その こ と に も触れて周知を図っ ている と こ ろでございます。

ご説明はこ こ までですが、 ご参考ま でに原因分析報告書の実際につ く られた も のを回覧

を したい と思いますので、 ご らんいただければと思います。 要約版 と 全文版のマス キング

した も のが ご ざいます。

○上田委員長

ただいま の説明 につき ま して ご質問等ございま した ら 、 よ ろ し く お願い します。 いかが
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で し ょ う か。

○宮澤委員

原因分析の報告書の公表を見ています と 、 件数 と最終的に年間 5 9 0 名 、 ざ く っ と した

予測ですけれ ど も 、 5 9 0 名 と い う こ と にな り ます と 、 こ の処理件数と相当 に齪酷がある

と思われます。 これは前回も 出てい る んですけれ ど も 、 5 9 0 と い う 具体的な数字が出た

段階で、 爆発 して しま う 前にそれな り の対応を少 しずつ考えていかなければいけない と思

いますので、 その対応を ご検討いただ く よ う にお願いいた したい と思います。

○岡井委員長代理

今のに関連 して よ ろ しいですか。 5 9 0 と い う のはあま り に も ラ フな計算で、 数字 と し

て出 さ ないほ う がいい と思います。

○上田委員長

いずれに して も 、 宮澤委員の ご質問は 、 件数が増えた場合に対応でき る のか、 その辺の

対策を ど う する か と い う こ と ですね。

○宮澤委員

はい。 今ま での件数が 3 4件ですね。 現在まで出てき ている のは。 実際原因分析が終わ

っ たのが 5 件 と い う こ と にな る と 、 現在の数字か ら考えて も 、 相 当 に原因分析のほ う がお

く れている と い う のは、 数字の比較か ら見て も 明 ら かだ と 思いますので、 5 9 0 と い う 数

字が正 しいか、 正 し く ないか、 それは今後の問題。 n の数字があま り に も小 さ過ぎる ので

何と も言えませんけれど も 、 今後の問題 と しては 、 現在の段階でも 、 3 4 と 5 と い う 数字

の比較か らい く と 、 原因分析に関 しては対応策を考えてお く 必要があ るだろ う と 、 こ う い

う 意見です。

○近藤委員

7 ページの 5 件、 これはおそ ら く 4 ページの第 1 回の 5 件 と 重なっ ている んですか。 そ

れ と もずれている んですか。

○上田委員長

それでは、 ただいま の ご質問も含めて。

○後技監

審査の 5 件 と は必ず し も一致 してお り ません。

○近藤委員

一致 していない ?
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○後技監

はい。 審査が終わっ た後に 、 先ほ どの原因分析報告書の流れを示 した資料があ り ま した

が 、 審査後はその流れに従っ て取 り 扱われていき ます。 処理のス ピー ドが速い報告書は、

先に進んでいき ますが、 、 追加情報を求めた り する と 時間がかか り ますので、 そのために審

査が終了 した順番が入れ替わるこ と があ り ます。

○近藤委員

順番が変わっ ている 。 ま あ 、 いずれに して も 、 しか し 、 1 回で 5 件 と か何 と かする のが 、

原因分析では 3 カ月 かかっ ている 、 こ う い う こ と ですか ら 、 これはたま ってい く んだと思

う んですね。 だか ら 、 宮澤先生がおっ しゃ っ た よ う に 、 原因分析の関係、 ど う やるかにつ

いて、 真剣に今か ら体制な り 合理化な り 考えていかん と いかん。

○後技監

現時点で申 し上げる こ と ができ ますこ と は、 合理化の部分で、 まずは原因分析報告書を、

ま だ レポータ ーの先生方、 初めて書いた と い う 方ばか り ですので、 次第に慣れていただ く

と い う こ と でス ピー ドア ップができ る のではないか と い う こ と が 1 つ と 、 それか ら 、 原因

分析報告書が増えてまい り ます と 、 同種の事例はだんだんパターンがわかっ てまい り ま し

て 、 どんな論点で報告書が書かれる と か、 そ う い う こ と が よ り わか り やす く な る と い う こ

と も あ り ま して 、 パタ ーン化する こ と で効率化 される面も あろ う かと思 う こ と がひ と つあ

り ます。 現在 レポーターの先生方に聞いてみます と 、 普段診療を行いなが ら 、 夜です と か、

休 日 です と かに報告書を書いていただいている と い う 現状も あ り ま して 、 こ のま ま ではパ

ンク する と い う のは見えてお り ますので。 以前は部会を増やすと い う よ う な こ と も私 ど も

申 し上げた こ と も あ り ま した。 そのために 、 今、 核 と な る メ ンバーの先生方に経験を積ん

でいただいている と い う こ と るこ な り ますが 、 現実的には、 部会を増や します と 、 今度は小

児科の先生ですと か、 弁護士の先生方に も新 し く また委員をお願い して委嘱 しない と いけ

ませんけれ ど も 、 そ こ ま での対応をする前にもでき る こ と と して 、 まず 3 回の レポータ ー、

要は執筆する方であ り 一番大変な作業を される方、 の数を増やすと い う こ と も アイ デア と

して出てき てお り ま して 、 そ う い う レポーターの増員等を検討したい と い う こ と を真剣に

考えてお り ます。

○上田委員長

よ ろ しいで し ょ う か。 そのほかはいかがで し ょ う か。

○勝村委員
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資料 6 の回避可能性の記載に関する議論のま と め と い う と こ ろなんですが、 非常に長

い議論を された と い う と こ ろは、 今まだ十分に 目 を通せてないんですが、 こ の資料を読ん

だ印象なんですけれど も 、 2 の ( 1 ) に丸が 4 つあ る わけですね。 丸の 4 つの う ち の 1 つ

目 の丸の最後の 3 行、 ｢なお｣ か ら の 3 行が も しなければ、 ど う い う ふ う 々 こ記載 してい こ う

と されている のか、 よ く 理解でき る んですけれども 、 こ の ｢なお｣ 以降の 3 行の意味が、

全体での整合性でち ょ っ と わか り に く い よ う な気がする のですが 、 こ う い う ふ う に表現す

る こ と で関係者の人たちは納得でき ている と い う こ と なので、 特に僕は言 う つ も り はない

んですけれ ども 、 と にか く お願い しておき たいのは、 責任追及のために原因分析をする の

ではない 、 と い う こ と 、 それはも ち ろんそ う だ と思 う んですけれ ど も 、 逆に 、 責任追及 さ

れる可能性がな く な る よ う に原因分析を しなき やいけないんだ と い う こ と はおか しい と思

う ので、 純粋に原因分析を してほ しい と願います。 一番下の丸に書いていますけれど も 、

原因分析を した結果、 著 し く 危険な無謀な医療がその原因だっ た と い う こ と であ る な ら ば、

それは、 その こ と をそのま ま書いた ら あ と で ど う な る か と い う こ と を考える のを超えてそ

のま ま書いてほ しい と 思 う わけです。 そ う い う 意味では、 書 く と 言っ て く れている わけな

ので、 そ こ と の整合性がち ょ っ と わか り る こ く いに して も 、 こ う い う ふ う にま と めていただ

いた と い う こ と 、 そ う して原因分析委員の人たちが進んでいける と い う こ と ですか ら 、 そ

れでよ ろ しいかと思いますが 、 責任追及のために原因分析する わけではない と い う こ と も

納得 しますが 、 責任追及される こ と を恐れ過ぎて、 原因分析の報告書に手心が加え られる

と い う よ う な こ と を こ なれば、 非常に信頼を損ねて しま う ので、 そ う い う こ と がない と い う

ふ う に も読めますので、 その点を改めてお願い しておき たい と思います。

○岡井委員長代理

こ の こ と は さ んざん議論 したこ と なんですが 、 回避可能性について言及 しない と い う こ

と は、 原因を分析 して 、 再発防止を実行する と か、 医療の質を高めて 、 脳性麻痺の将来の

発生頻度を減 らす と い う こ と を妨げる こ と ではないんです。 これが ど う して も 、 医療を提

供 している 医師の感覚 と弁護士 さ ん と か法律的な方か ら物事を考え られる方 と感覚が違 う

ので、 議論の対立になっ たんだと思 う んです。 回避の可能′性 と い う のは、 法律的な責任を

追及する のには と て も大事な こ と なんですが、 その こ と を書かな く て も 、 今回の よ う に 、

あなたの医療はこ う い う レベルの医療であ り ますよ 、 それか ら改善する と い う のは こ の点

と こ の点ですよ と い う こ と をき ち っ と 書けば、 実際に医療の質を高める 、 ある いは再発を

防止する と い う こ と に貢献 します。 も ち ろん患者さ ん も協力 して も ら わな く ち ゃいけない
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し 、 社会のサポー ト も必要ですが、 現場で働 く 医師、 助産師、 その人たちが起こ っ た事例

を ど う い う ふ う & こ と ら えて 、 それか ら どれぐ らい強い意思を持っ て再発防止に臨むか と い

う 、 そ こ が一番大事なので、 そ こ さ えき ちっ と 守っ て も ら えれば、 原因分析委員会の役割

は果たせる 。 医療提供者は皆そ う 思って く れている ので、 こ の間議論を さ んざん したんで

すけれ ど も 、 結果的に医療提供者側のほ と ん どの方は、 書かないでい こ う と い う こ と る こな

っ たんですね。 それは一応、 反対 された人も 、 と にか く それでいこ う と い う こ と に最終的

には合意 して く れた。 も ち ろんそ う る沈思っ てはいない と最後ま で言っ てお られる先生もい

ら っ しゃいますけれ ども 。

○上田委員長

飯田委員。

○飯田委員

原因分析委員会に出た運営委員が 2名 しかいなかった と い う 報告があ り ま した。 私は、

出席 した う ちの 1人です。 ま さ にその議論を聞いていて 、 非常に残念で した。 そ こで も賛成、

反対があったのはわか り ます。 今の説明の内容には全 く 大賛成なんですが、 と こ ろ が 、 整

合性が合わないのは、 回避可能性を報告書に書かない と い う 議論だっ たのに 、 患者、 家族

か ら の質問には回避可能性を書 く と い う こ と です。 しかも 、 それは運営組織の名前ではな

く て 、 原因分析委員会の名前だか らいいんだろ う と い う 話です。 そ こ で も 、 それはおか し

い と い う 意見が出たはずです。 私はオブザーバーだっ たので、 発言でき なかっ たので、 私

が委員だっ た ら 、 発言 したかっ たです。 これはやっ ぱ り 理屈が合わないので、 今の説明で

あれば、 その主旨の と お り してほ しいです。 私は岡井委員の今の説明には大賛成です。 と

こ ろが 、 その と き の有識者か ら の発言でも 、 患者、 家族か ら の質問には回避可能′性を書 く

と い う こ と は報告書に書 く の と 同様ですよ と い う 指摘があっ たに もかかわ らず、 こ う い う

ふ う に決ま っ た と い う こ と は非常に私は残念です。 発言権があった ら も っ と 言いたかった

です。 今 これを言っ ておかなかっ た ら 、 私、 運営委員 と して責任を果たせませんので、 こ

れはおか しい と い う こ と は言っ ておき ます。 患者、 家族か ら の質問にも 回避可能性を書か

ないよ う に しなかっ た ら 、 き ち っ と した原因分析ができ ないおそれがある 。 ち ゃん と した

データ が出て く る ためには、 回避可能性は書かな く て も 、 今 、 勝村委員、 岡井委員 も言っ

た よ う に 、 原因分析をき ちん と すれば、 確かにそ う い う こ と が読み取れます。 ですか ら 、

手心を加える と 言っ ている のではな く て 、 き ちん と した分析は してほ しい。 そのかわ り 、

回避可能′性に関 しては言及 してほ し く ない。 医療者は これが一番困 る のです。 回避可能性
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と い う のは明 ら かに法的責任が伴いますか ら 。 これだけは記録に残 しておいて く だ さ い。

○岡井委員長代理

あ り が と う ご ざいます。 こ の裁こ関 しては 、 医療提供者側の中でも 、 た しか 1 名か 2名 、

今 、 先生が言われたの と 同 じ意味で、 家族に対 して 、 こ こ では回避可能性 と い う こ と は使

ってないんですけれ ど も 、 素朴な疑問で ど う なっ たのか と 聞かれた と き には、 家族の方に

はわか り やす く 説明 してあげたい と い う 気持ち 、 それだけなんですけ ど、 それを書く こ と

に反対だ と 。 言われた と お り 、 私が最初に 申 し上げた こ と と矛盾 している ん じゃ ないか と

い う 意見はあっ たんです。 それを言われたのは、 た しか 1 人や 2 人はい ら したんですが 、

報告書 と して公文書と して出る の と 、 私的な説明書で家族の方にな るべ く 親切に答えてあ

げよ う と い う の と はち ょ っ と 意味が違 う と い う ので、 こ こ はあ る程度わかる よ う に話 して

あげよ う 。 回避可能性があ る と か、 ない と か、 そ う い う 表現は しないです。 そ う い う ふ う

には書いてない と思いますけ ど、 わかる よ う に正確に答えてあげよ う と い う こ と です。

○上田委員長

飯田委員。

○飯田委員

それが私は間違いだと 申 し上げている のです。 報告書だろ う と 、 患者、 家族への説明書

に して も 、 それは法的には証拠になる のです。 同 じなのです。 そ う い う 説明がその と き に

原因分析委員会であっ たのですよ 。 私はそれを言いたいわけで、 き ち っ と 考えてやっ てい

ただかない と 、 こ の先、 困 る のです。

○岡井委員長代理

法律的な こ と に関 しては、 だれか詳 しい人、 答えて く だ さ い。 ただ、 と にか く 今は、 こ

う やっ て決ま っ たので、 これでス ター ト させていただき たい と 思っ ていますが 、 法律的な

こ と が 、 こ う い う 質問に対する 回答 と い う の と公式な文書 と して出た報告書 と 全 く 法的に

同 じ価値なのかど う か、 だれか教えて く だ さ い。

○鈴木委員

その質問にはお答え しないつも り ですが 、 原因分析委員会でそ う 決めたこ と を運営委員

会で尊重する かど う か と い う こ と です。 尊重 しないのであれば、 議論を蒸 し返す と い う こ

と にな り ますので、 原因分析報告書その 2 に書いた後ろの何十ページかを全部運営委員の

方がお読みになっ た上で、 こ こで議論を も う 1 回蒸 し返す と い う こ と だろ う と思います。

これは手続の問題だと思いますので、 どち ら が正 しいか と い う こ と を こ こ で審議する のは
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僕は望ま し く ない と思いますが。 岡井委員長代理も 、 こ う する こ と が正 しい と か、 飯田委

員のほ う も 、 そ う する こ と が正 しい と か と 言えば、 それは正 し く ない と い う 意見は私は持

っ ていますので、 こ こ で も う 1 回議論を蒸 し返すこ と にな り ますよ 。 そ う した ら ば、 原因

分析委員会で決めたこ と をひっ く り 返すこ と が可能だ と い う こ と にな り ますので、 も う 1

回平場で議論 し直す と い う こ と にな り ますけ ど、 それでよ ろ しいので し ょ う か。

○岡井委員長代理

いえ 、 私、 言いま した よ う に 、 それは変えるつ も り はない 、 それでいい と思います。 た

だ、 それは、 今の議論の 中で、 個人的に法律では ど う なのか と い う の を知 り たかっ た と い

う こ と です。 ごめんな さい。 それでは 、 それは後でだれか専門家に聞いてみます。

○上田委員長

わか り ま した。 宮澤委員。

○宮澤睾委員

一応専門家なので。 本体の も の と 同一の機関が同一の事例に関 して答えていけば、 それ

は一体 と なっ て同-の も のにな る と い う のは、 これは当然の結果だと思います。 その意味

では、 同 じ証拠価値になる と い う こ と は 、 おそ ら く どなたに聞いて も 同 じ結論になる と思

います。 ただ、 こ こ で言っ ておき たいのは、 原因分析の委員会では、 法的な責任云々 では

な く て 、 原因分析をき ちん と していき ま し ょ う と 。 それが結果的に法的責任の追及に結び

つ く か、 結びつかないかによ っ て書き方を変え る と か、 そ う い う こ と は一切 しないで、 あ

く まで も原因追及、 はっ き り と した原因をき ちん と 出 していこ う と い う と こ ろでは、 全 く

コ ンセンサス を得 られた内容なので、 その点は原因分析委員会の委員 と して も 、 全員共通

の認識だと思います。 その意味では 、 最終的に ど う な る か と い う のは今後の問題にはな り

ますけれど も 、 原因分析と しては一切法的責任云々 と い う こ と は考えずに 、 き ちん と真実

を追及 してい く と い う 方向で考える と い う ふ う に 、 私も原因分析委員の 1 人ですので、 そ

の よ う に理解 したのが委員会だと思います。

○勝本･接≦員

今の宮y睾委員の ご意見、 非常に心強 く 感 じ る と い う か、 安心でき ま したので、 そ う い う コ

ンセ ンサス を確認 したかっ た と い う こ と です。 こ の文章だけではち ょ っ と わか り に く いか

ん じが しますので 、 そ う い う ふ う になっている と い う こ と を も う 一度確認したかっ た と い

う こ と です。 そ う い う 原因分析は非常にあ り がたい こ と だ と 思います。

○上田委員長
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先ほ ど鈴木委員か ら ご意見が ございま したが 、 基本的にはこ の運営委員会は、 制度全般

について審議を します。 一方、 審査は審査委員会、 原因分析は原因分析委員会 と それぞれ

の委員会で責任を持って審議されてお り ます。 こ の運営委員会には、 各委員会の審議状況

を報告 して 、 も ち ろん意見もいただき ますけれ ども 、 基本的にはそれぞれの委員会で、 審

議を しなが ら進めています。 回避可能性につき ま しては 、 先ほ どか らお話 し してお り ます

よ う に 、 原因分析委員会で方針が決ま って 、 それを こ こ でご報告 している こ と を ご理解い

ただき たい と 思っ てお り ます。 よ ろ しいで し ょ う か。

○河北委員

今の上田委員長のお話を繰 り 返 しますけれ ど も 、 こ の産科医療補償制度に関 しま しては、

6 つの委員会が並列である と い う こ と を ご理解いただき たいと思います。 ですか ら 、 こ の

運営委員会は上位委員会ではな く て 、 原因分析に関 しては原因分析委員会が責任を持つ と

い う こ と になっ てお り ます。

○上田委員長

よ ろ しいで し ょ う か。

そ う しま した ら 、 次に 5 番 目 の ｢重度脳!塩麻痺児の予後に関する 医学的調査について｣ 、

事務局よ り 説明をお願い します。

○後技監

1 0 ページにま い り ます。 1 0 ページ、 1 ページだけです。 ｢重度脳′性麻痺児の予後に関

する 医学的調査｣ でございます。 丸の 1 つ 目 にございますよ う に 、 本制度の設計時に、 2

年ぐ らい前の こ と にな り ますが 、 補償対象者の範囲等の議論に当 た り 、 産科医療補償制度

調査専門委員会において医学的な検討が行われま した。 脳性麻痺児の年齢別の生存率に関

するデータ が十分でなかっ たため 、 補償金の支払方式については年金方式を採用する か否

か、 現実的な議論を行 う こ と ができ ませんで した。 そ こで、 現在の よ う な児の生死にかか

わ らず、 2 0 年間の分割金支払いを継続する現行の方式に至っ た と い う 経職導が ございます。

丸の 2 つ 目 ですが 、 制度開始後 5 年以内を 目 途 と した本制度の見直 しに当 たっ ては 、 補

償金の支払方式を年金方式とする こ と の是非について も 、 する と い う ご意見も あれば、 し

ない と い う ご意見も あ る と思いますが、 その こ と は現実的な議論が行われる と い う こ と が

望まれてお り ます。 そ こ で 、 今までなかっ た重度脳性麻痺児の予後に関するデータ を と る

と い う こ と で、 医学的調査を行っ て 、 支払方式の検討等に資するデータ収集に着手する こ

と にいた しま した。
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丸の 3 つ 目 ですが、 調査を進め る に当たっ ては 、 『 ｢重度脳性麻痺児の予後に関する 医学

的調査｣ プロ ジェ ク ト チーム』 と い う 名前のチームを立ち上げま して 、 リ ーダー と して 、

こ の運営委員会の委員で本 日 ご欠席でい ら っ しゃいますが 、 東大の小林廉毅先生にお願い

を してお り ます。 そ して立ち上げま して 、 5 月 1 8 日 に打ち合わせ会議を行いま して 、 調

査計画、 これは詳細の も のですが 、 その検討を行ってお り ます。

丸の 4 ですけれ ど も 、 実際の調査は本年 1 0 月 か ら来年の 3 月 にかけて行 う こ と 々 こ して

お り ます。 対象は沖縄県の重度脳性麻痺児を対象 と して調査 と分析を行います。 来年 5 月

を め ど &こ調査結果を取 り ま と め る と い う こ と &こ してお り ます。 沖縄を選んだのは、 丸の 1

つ 目 で申 しま した調査専門委員会において も 、 沖縄か ら最も大き な規模のデータ を ご提等共

いただいた こ と に よ る も のでございます。

以上です。

○上田委員長

予定の時間が過ぎてお り ますので、 でき る だけ早 く 終わ り たい と 思いますが 、 よ ろ し く

お願いいた します。 すいません。 私の議事の進行で、 こ の よ う に遅 く なっ てお り ますが 、

ただいま の説明に ご質問 ございますで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。

そ う しま した ら 、 次に、 第 6 番 目 の ｢制度収支状況について ｣ 、 事務局よ り お願い します。

○ 山 田部長

1 1 ページでございます。 制度の収支状況でございますが 、 本制度の保険期間は 1 月 か

ら 1 2 月 の 1 年間 と なっ てお り ますので、 平成 2 1 年 1 月 か ら 1 2 月 ま での 1 年間におけ

る保険料及び保険金の状況について説明いた します。 なお、 運営系野戦の事業年度の決算状

況につき ま しては 、 1 3 ページか ら記載 してお り ます。

収入保険料でございますが 、 1 年間の分娩件数は 1 0 5 万 4 , 3 4 0 件、 それに掛け る の

保険料 2 万 9 , 9 0 0 円 で、 3 1 5 億 2 , 4 7 6 万 6 , 0 0 0 円 と な っ てお り ます。 なお 、 2

方 9 , 9 0 0 円 の 中には 1 0 0 円 の分は含まれてお り ません。

それか ら 、 2 番の 2 1 年 1 2 月 ま でに確定 した保険金でございますが 、 1 2 件でござい

ま して 、 1 2 件掛ける の 3 , 0 0 0 万で 3 億 6 , 0 0 0 万 と い う こ と でございます。

なお 、 ※ 2 の と こ ろでございますが、 実際に支払われた保険金でございますけれど も 、

7 件掛ける の 7 2 0 万で、 5 , 0 4 0 万 と い う 状況でございます。

それか ら 、 3 . 将来の補償金支払いのための支払備金でございますが 、 1 月 か ら 1 2 月

ま でに出生 し 、 補償対象 と な っ た児の将来の補償金支払いのための支払備金は以下の と お
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り と なってお り ます。 先ほ どの収入保険料 3 1 5 億 2 , 4 7 6 万 6 , 0 0 0 円か ら保険金と

しての 3 億 6 , 0 0 0 万 と 1 月 か ら 1 2 月 にかかる事務経費 4 9 億 3 , 5 6 0 万を差 し引い

た 2 6 2 億 2 , 9 1 6 万 6 , 0 0 0 円 と い う 状況でございます。 なお、 ※ 3 は 、 先ほ どの事

務経費、 4 9 億の内訳でございま して 、 運営組織が約 1 5 億、 保険会社が約 3 4 億 と なっ

てお り ます。

基本的な考え方でございますが、 本制度の補償申請期間は、 児の満 5 歳ま での誕生 日 ま

で と い う こ 割こなってお り ますので、 平成 2 1 年生まれの児の場合は、 満 5 歳 と な る平成

2 6 年 1 2 月 まで と い う こ と 々こ な り ます。 補償対象者数及び補償金額は、 そ こ までいかな

い と確定 しない と い う こ と でございます。 そ こ で、 平成 2 1 年度の収入保険料は、 将来の

補償に備えて 、 保険会社が支払備金 と して管理いた します。

2 つ 目 の丸でございますが、 年間の補償対象者数は最大 8 0 0 人 と い う こ と で推計 して

お り ますが 、 補償原資に剰余が生 じた場合は保険会社か ら剰余分が運営組織に返還される

こ と り こな り ますので、 本制度の見直 し る こ向 けた利用方法の検討を行 う こ と をこな り ます し 、

逆に欠損が生 じた場合は、 保険料の引 き上げ等を行い、 補償原資の確保を検討する と い う

こ と にいた してお り ます。

1 2 ページでございます。 先ほ ど 申 しま した事務経費の内訳でございますが、 運営組織

は 1 5 億 4 , 4 0 0 万 と なっ てお り ます。 細かい内訳は時間の関係で省略させていただき ま

すが 、 物件費が 8 億 7 0 0 万、 人件費が 1 億 8 , 7 0 0 万、 それか ら次期繰越金が 5 億 5 ,

0 0 0 万で 1 5 億 4 , 4 0 0 万 と い う 状況でございます。

※ 4 の次期繰越金と は何か と い う こ と でございますが 、 本来は収支相償 と い う こ と で運

営する わけで ございますが、 平成 2 1 年は、 制度発足初年度であ る と い う こ と も ございま

して 、 あ る程度余裕を持って経費の見込みを立ててお り ま した と こ ろ 、 実際の支出額が見

込額を下回っ た こ と か ら 、 これを次年度に繰 り 越 して 、 2 年間の通期で収支相償 とする こ

と る こいた してお り ます。 なお、 上記の金額には、 物件費 と 人権費の金額でございますけれ

ども 、 その中には、 制度発足前の準備経費 1 億 9 , 6 0 0 万円が含まれてお り ます。

イ の保険会社の経費でございますけれ ど も 、 物件費が 1 0 億 1 , 4 0 0 万 、 それか ら人件

費が 7 億 9 , 9 0 0 万 、 制度変動 リ ス ク 対策費が 1 5 億 7 , 8 0 0 万、 合計で 3 3 億 9 , 2 0

0 0 万 と い う こ と で、 両方合わせます と 4 9 億 3 , 6 0 0 万 と い う こ と にな る わけでござい

ます。

それか ら参考の と こ ろでご ざいますけれ ど も 、 同 じ公的な制度であ るいわゆる 自 賠責の
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保険料で、 事務経費の割合は約 2 3 % と な っ てお り ますが 、 本制度につき ま しては、 先ほ

どの運営系縣戟 と保険会社の事務経費を合算 した 4 9 億 3 , 6 0 0 万が収入保険料に 占める

割合は 1 5 . 7 % と い う 状況でございます。

それか ら 1 3 ページでございますが、 これは運営糸縣織の決算でございま して 、 2 1 年度

で と ら えた形でございます。 4 月 か ら 3 月 の収支決算でご ざいます。 下の表で説明いた し

ます。 収入の部でございますが 、 保険事務手数料収入が 9 億 5 , 4 0 0 万、 登録時の手数料

収入が 5 , 6 0 0 万、 当期収入合計が 1 0 億 1 , 0 0 0 万、 前期繰越収支差額が 3 億 8 0 0

万、 収入の合計が 1 3 億 1 , 8 0 0 万 と い う こ と でございます。

それか ら 、 支出の部でございますが 、 C欄でございますけれども 、 当期の支出合計が 1

0 億 9 , 7 0 0 万、 それか ら 当期の収支差額でございますが 、 Aか ら C を差し引いた額がマ

イナス 8 , 7 0 0 万 と い う 状況でございます。 次期繰越の収支差額でございますが、 2 億 2 ,

1 0 0 万を次期に繰 り 越す と い う こ と 々 こ なっ てお り ます。

それから 1 4 ページでございますが 、 これはいわゆる補助金関係でございま して 、 原因

分析等に要 した費用でございます。 収入の部でございますが 、補助金の収入が 7 , 6 0 0 万、

支出のほ う も 7 , 6 0 0 万 と い う こ と で、 収支差額はゼロ と い う こ と でございます。

1 5 ページでございます。 これは 2 2 年度の収支予算の概要でございます。 収入の部で

ございますが 、 収入の合計 ( B ) が 7 億 7 , 2 0 0 万、 支出の部 ( C ) が 同様に 7 億 7 , 2

0 0 万、 当期収益はマイ ナス 2 億 2 , 1 0 0 万 と な り ますが 、 通期で 2 年間を通 した収支、

B - Gまゼ ロ と なっ て 、 収支相償と い う 状況でございます。

1 6 ページが補助金会計でございま して 、 収入の部が 8 , 7 0 0 万、 支出の部も 8 , 7 0

0 万で、 収支差額ゼ ロ と い う 状況でございます。

以上です。

○上田委員長

ただいま の説明につき ま して 、 ご質問 ございますで し ょ う か。 よ ろ し く お願い します。

すいません。 時間が限 られて申 しわけ ございません。 いかがで し ょ う か。 特に ご質問はよ

ろ しいで し ょ う か。 十分な時間がな く 失礼 しま した。 よ ろ しいで し ょ う か。

そ う しま した ら 、 最後の ｢その他｣ でございます。 事務局よ り 説明 をお願い します。

○後技監

その他は 1 7 ページを ご ら んいただき ます と 、 調整委員会につき ま して 、 委員の委嘱を

5 月 に終了 してお り ます。 委員の一覧を 1 7 ページに掲載 してお り ます。 こ の調整委員会
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は 、 定期開催 と い う こ と はまずあ り ませんで、 重大な過失が明 らかと思料された と か、 そ

う い う こ と ですので、 不定期開催 と い う ふ う に ご理解 く だ さ い。

続き ま して 、 1 8 ページは、 再発防止委員会の委員の委嘱を 5 月 に終了 してお り ます。

これにつき ま しては、 7 月 5 副こ第 1 回 目 の再発防止委員会を開催する と い う こ と が決定

してお り ます。

以上です。

○上田委員長

ただいま の説明 にご質問 ございますで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。

○鈴木委員

調整委員会ですけれど も 、 調整委員会の具体的な事案が出 る前に 、 調整委員会に諮る手

続を明確に しておいていただき たい と思います。 と り わけ児の保護者か ら調整委員会で検

討してほ しい と い う 申 し出があっ た と き ど う する のか と い う のを 、 調整委員会の方々 を召

集 して ど こ かで、 具体的な事案が出る前に規定をつ く っ ておいていただき たい と思います。

○上田委員長

その点については、 事務局で検討する よ う に しま し ょ う 。

そのほかございますで し ょ う か。 よ ろ しいですか。 各委員の先生方、 何かございますか。

よ ろ しいですか。

それでは、 事務局のほ う で何かあ り ますか。

○ 山 田部長

次回の開催 日 でございますけれ ど も 、 改めて ご案内を申 し上げたい と 思いますので 、 何

と ぞよ ろ し く お願い申 し上げます。

○上田委員長

予定の時間を過ぎま したけれど も 、 これを も ち ま して第 6 回の運営委員会を終了 させて

いただき ます。 各委員におかれま しては 、 大変お忙 しい中 、 ま こ と にあ り が と う ご ざいま

した。
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